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現代の国語 使用教科書
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１年 農業科・４組

４月 「未知」はいくらでもある

・筆者の「未知」への考え方を、構造や表現から理解を深
めることができている。
・世界の捉え方について述べた文章を読み、自分の意見や
考えを論述している。

○ ○

５月 ナマケモノになる

・ナマケモノの生態から考える競争社会での生き方につい
て述べた文章を読み、自分の意見や考えを論述している。
・比喩について積極的に理解を深め、本文中の比喩の効果
を説明しようとしている。

○ ○

中間考査 ○ ○ ○

言語としてのピクトグラム

・日本のピクトグラム掲示の特徴について述べた文章を読
み、自分の意見や考えを論述している。
・筆者の主張するピクトグラムが有する可能性を理解でき
ている。

○ ○

６月 言葉の海のオノマトペ

・言語には認識や思考を支える働きがあることができてい
る。
・オノマトペの「恣意的なところ」について理解を深める
ことができている。

○ ○

期末考査 ○ ○ ○

７月 法律改正に関わる文章を読み比べる

・複数の文章から読み取った情報を粘り強く吟味し、表現
の仕方を工夫してまとめることができている。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるように、表現のしかた
を工夫する方法を学ぼうとしている。

○ ○

９月 十六歳のとき

・人生の岐路について述べた文章を読み、自分の意見や考
えを論述しようとしている。
・本文を粘り強く読み、個別の事柄と筆者の主張との関係
を理解しようとしている。

○ ○

１０月 臆病な詩人、街へ出る

・比喩について積極的に理解を深め、本文中の比喩の効果
を説明しようとしている。
・本文を粘り強く読み、個別の事柄に対する「チョーさ
ん」の論理との関係を理解しようとしている。

○ ○

中間考査 ○ ○ ○

「弱いロボット」の誕生

・言い換えとなる箇所を把握したり、文章の表現に着目し
たりしながら、正確に文章を解釈することができている。
・動画と本文を比較して、わかったことを積極的に説明し
ようとしている。

○ ○

１１月 人はなぜ仕事をするのか

・貨幣に価値が生じる背景について、社会における流通と
いう事実と関連させて理解を深めることができている。
・お金を稼ぎたい気持ちの背景に「モノをくるくる動かし
たい」という欲望があることについて理解を深めることが
できている。

○ ○

期末考査 ○ ○ ○

１２月 話し方の工夫

・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色の違いを
理解し、使うことができている。
・積極的に伝わりやすい表現を考え、学習課題に沿って説
明や発表をしようとしている。

○ ○

１月 イースター島になぜ森がないのか

・外来生物が生態系に与える影響を認識することができて
いる。
・個別の事例を一般化する文章の効果的な組み立て方を理
解し、学習課題に即して解釈を深めようとしている。
・「持続可能性という倫理を支える文化」とは何かを理解
を深めることができている。

○ ○

２月 「材料科学」のゆくえ

・時代と深く関わってきた材料の理解を深めることができ
ている。
・材料の無限の可能性について理解できている。
・材料科学について述べた文章を読み、自分の意見や考え
を論述しようとしている。

○ ○

学年末考査 ○ ○ ○

３月 待遇表現
・敬語表現の効果や敬語表現を選択する視点を理解できて
いる。
・相手や場に応じた表現が選択できている。

○ ○

年間指導・評価計画　

教科・科目 新編　現代の国語　（第一学習社）

単位数

使用副教材
新編　現代の国語　学習課題集（第一学習社）
書きたくなるアシスト常用漢字（数研出版）対象学年・学科

科目の概要と目標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
1. 実社会に必要な国語の知識や技能を身につけるようにする。
2. 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めた
りすることができるようにする。
3. 言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、言葉を通
して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

実体験を踏まえて提示された「未知」に対する筆
者の捉え方を理解し、自分に照らして考えを深め
る。

筆者がナマケモノから学んだことを理解し、「ナ
マケモノになる」ことの意味について考えを深め
る。

ピクトグラムが持つ「言語」としての機能を理解
し、言語表現の多様性について考えを深める。

音声と意味との関係から、言語一般およびオノマ
トペの機能的特徴を理解し、音としての言葉への
興味を広げる。

敬語表現が選択される視点を理解し、相手や場に
応じた表現が選択できるようになる。

材料科学の革新が人類の進歩に大きく貢献したこ
とを理解し、本文に示された未来像について関心
を深める。

人生の岐路となった筆者の旅を追体験することに
より、世界にはさまざまな出会いがあることを理
解する。

他者との関わりを通して自身の人生や生き方を省
みる筆者の姿に触れ、自分自身を見つめ直す契機
とする。

改正前後の法律文を読み比べて必要な情報を読み
取り、複数の文章を関連付けながら理解したこと
をまとめる。

「弱いロボット」の開発意図を理解し、人との間
に生まれた関係性について考えを深める。

本文で使われている「パス」という言葉の意味を
考え、筆者が述べる仕事の本質について考察す
る。

イースター島の歴史について理解し、筆者が提示
する人類と生態系のあり方について考察し、持続
可能性について考えを深める。

相手・目的・場面に応じた言葉遣いを理解し、よ
り伝わりやすい表現方法を理解する。



富山県立入善高等学校

言語文化 使用教科書

２単位

１年　農業科

４月 よろこびの歌
「私」と周囲との意識のずれが何から生じている
のかを捉えながら、「私」の心情の動きを読み取
ることができる。

○ ◎ ○

古文の学習
我が国の言語文化についての理解を深めるため
に、古典の世界に親しむことの意義を知ることが
できる。

○ ○

児のそら寝
現代に通じる人間のありようを味わいながら、古
文の世界への親しみを深めることができる。

○ ◎ ◎

５月 なよ竹のかぐや姫
現代まで受け継がれる物語の読み取りを通して、
古文の世界への親しみを深めることができる。

○ ◎ ○

中間考査

I was born
散文詩に親しみ、「I was born」という言葉が
どのようなイメージでとらえられているかを読み
取ることができる。

◎ ○

６月 羅生門
下人の行動や心理をもとに場面の展開を捉え、老
婆の語る論理が下人の決断に与えた影響を読み取
る。

○ ◎ ◎

伊勢物語
話の中で和歌が果たしている役割を押さえ、歌物
語の特徴と読み解き方を理解することができる。

○ ◎ ◎

期末考査

７月 漢文の学習
わが国の言語文化についての理解を深めるため
に、古典としての漢文を読むことの意義を知るこ
とができる。

○ ○ ○

訓読に親しむ
漢文を読むために

漢文を訓読するための基礎知識として、返り点の
種類と使い方、助字のはたらきと意味、再読文字
の種類と読み方を習得することができる。

◎ ◎

９月
矛盾
狐借虎威

漢文の訓読に慣れるとともに、現在使われている
言葉が漢文に由来することを知ることができる。

◎ ◎ ○

大切の言葉
わが国の伝統文化の一つである短歌の鑑賞のしか
たを理解し、近現代を代表する歌人の作品を味わ
うことができる。

○ ◎ ○

手毬唄
わが国の伝統文化の一つである俳句の鑑賞のしか
たを理解し、近現代を代表する俳人の作品を味わ
うことができる。

○ ◎ ○

折句を用いて短歌を作る
折句を用いて、感じたことを短歌で表す方法を学
ぶことができる。

○ ◎ ○

１０月 徒然草
作者の関心ごとを自由につづった文章を読んで、
古文に表れたものの見方・考え方の一端に触れる
ことができる。

○ ◎ ◎

枕草子
当時の人々の生活感覚を反映した文章を読んで、
古文に表れたものの見方・考え方の一端に触れる
ことができる。

○ ◎ ○

中間考査

よだかの星
作品に含まれる寓意を理解し、主人公の置かれた
状況から生じる心理や行動をもとに人間の生き方
を考えることができる。

○ ◎ ◎

１１月 万葉・古今・新古今
調べや修辞技法に留意しながら、和歌の鑑賞のし
かたを理解することができる。

○ ◎ ◎

古典の和歌を現代の言葉で
書き換える

和歌を書き換えて、互いの解釈を比べ合う方法を
学ぶことができる。

○ ◎ ○

期末考査

１２月
唐詩の世界
漢詩のきまり

表現や技法（押韻や対句）に留意して漢詩を鑑賞
し、古代中国の人々がどのような思いを詩に表し
たかを読み取ることができる。

○ ◎ ◎

１月 祭りの笛
わが国の伝統行事について書かれた文章を読ん
で、内容を効果的に伝えるための筆者の工夫を理
解することができる。

◎ ○

「祭り」をテーマに随筆を書く
我が国の伝統文化に関する題材を選んで、随筆に
書き表す方法を学ぶことができる。

◎ ○

２月
奥の細道
『奥の細道』と和漢の文学

俳諧紀行文における散文と句の関係を理解し、作
品に表れた作者の思想や心情を捉えることができ
る。

○ ◎ ◎

学年末考査

３月 両頭蛇
漢文の散文作品に触れて読みに慣れるとともに、
文章中に示された教えを読み取ることができる。

○ ◎ ◎

梟逢鳩
漢文の作品に触れて読みに慣れるとともに、鳥の
話に託された寓意を読み取ることができる。

○ ◎ ◎

文章の種類をふまえて、内容や展開を的確に捉える
方法を学ぶ。
作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。
訓読のきまりを理解する。

文章の種類をふまえて、内容や展開を的確に捉える
方法を学ぶ。
作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。
訓読のきまりを理解する。

文章の種類をふまえて、内容や展開を的確に捉える
方法を学ぶ。
作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。
文字の変化について理解する。

文章の種類をふまえて、内容や展開を的確に捉える
方法を学ぶ。
作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。
課題に応じて調査する方法を学ぶ。

歴史的仮名遣いや古文を音読する際の留意点につい
て理解する。
「なよ竹のかぐや姫」の内容や構成を的確にとらえ
る。
登場人物のものの見方・感じ方・考え方を捉え、内
容の解釈を深める。

文章の種類をふまえて、内容や展開を的確に捉える
方法を学ぶ。
作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。
作品の成立した背景をふまえて、内容の解釈を深め
る方法を学ぶ。

作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。
折句を用いて、感じたことを短歌で表す方法を学
ぶ。
我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果
について理解する。

文章の種類をふまえて、内容や展開を的確に捉える
方法を学ぶ。
作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。
作品の歴史的・文化的背景を理解する。

文章の種類をふまえて、内容や展開を的確に捉える
方法を学ぶ。
作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。

文章の種類をふまえて、内容や展開を的確に捉える
方法を学ぶ。
作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。
我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果
について理解する。

作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。
作品の内容をふまえ、わが国の伝統行事についても
のの見方を深める。
内容を効果的に伝えるための筆者の工夫を理解し、
言葉のはたらきについて考えを深める。

文章の種類をふまえて、内容や展開を的確に捉える
方法を学ぶ。
作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。
我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果
について理解する。
我が国の言語文化の特質や、外国の文化との関係に
ついて理解する。

作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。
漢詩のきまりを理解する。

語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
我が国の言語文化と外国の文化との関係について理
解する。
訓読のきまりを理解する。

科目の概要と目標

実施時期 単元 学習内容

文学のジャンルや構造について理解する。
文学作品の基本構造を理解する。
自己の経験や発展的な知識を活用して、生まれるこ
との意義について考察する。

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
１ 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。
２ 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深め
たりすることができるようにする。
３ 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を
通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

文章の種類をふまえて、内容や展開を的確に捉える
方法を学ぶ。
作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。
課題に応じて調査する方法を学ぶ。

語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
我が国の言語文化と外国の文化との関係について理
解する。
訓読のきまりを理解する。

文章の種類をふまえて、内容や展開を的確に捉える
方法を学ぶ。
作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。
作品の歴史的・文化的背景を理解する。

到達度目標 知識 思判表 主体

文章の種類をふまえて、内容や展開を的確に捉える
方法を学ぶ。
作品に表れているものの見方や考え方を捉え、内容
を解釈する方法を学ぶ。

年間指導・評価計画　

教科・科目

単位数

使用副教材対象生徒
（学年・学科・

　コース／類型）

高等学校　新編言語文化（第一学習社）

新編言語文化　学習課題集（第一学習社）



富山県立入善高等学校

地理歴史・地理総合 使用教科書

2

１年 農業科

1
学
期

4

第1部　地図でとらえる現代世界
　第1章　地図と地理情報システム
　　1節　地球上の位置と時差
　　　1　地球上の位置と私たちの生活

①緯度・経度の基本的なしくみ，緯度の違いが生活に与える影響について理解してい
る。
②緯度・経度の基本的なしくみ，緯度の違いが生活に与える影響について，多面的・多
角的に考察し，表現している。

○ ○

1
学
期

5
2　時差と私たちの生活

①時差のしくみ，時差が生活に与える影響について理解している。
②時差のしくみ，時差が生活に与える影響について，多面的・多角的に考察し，表現し
ている。
③時差のしくみ，時差が生活に与える影響について，よりよい社会の実現を視野にそ
こでみられる課題を主体的に追究，解決しようとしている。

○ ○

中間考査

1
学
期

5
2節　地図の役割と種類
　1　地球儀と地図

①球体の地球と平面の地図，さまざまな地図投影法（図法）について理解している。
②球体の地球と平面の地図，さまざまな地図投影法（図法）について，多面的・多角的
に考察し，表現している。
③球体の地球と平面の地図，さまざまな地図投影法（図法）について，よりよい社会の
実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようとしている。

○

2　身の回りの地図

①身の回りの主題図やさまざまな一般図の表現方法や用途について理解している。
②身の回りの主題図やさまざまな一般図の表現方法や用途について，多面的・多角的
に考察し，表現している。
③身の回りの主題図やさまざまな一般図の表現方法や用途について，よりよい社会
の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようとしている。

○ ○

3　統計地図の種類と利用

①統計地図の種類，統計地図の比較と使い分けについて理解しており，基礎的・基本
的な技能を身に付けている。
③統計地図の種類，統計地図の比較と使い分けについて，よりよい社会の実現を視野
にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようとしている。

○

1
学
期

7 4　地理情報システム（GIS)の活用

①地理情報システム（GIS）のしくみやこれを支える技術，GISの活用場面について理
解しており，基礎的・基本的な技能を身に付けている。
②地理情報システム（GIS）のしくみやこれを支える技術，GISの活用場面について，
多面的・多角的に考察し，表現している。
③地理情報システム（GIS）のしくみやこれを支える技術，GISの活用場面について，
よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようとして
いる。

○ ○

期末考査

2
学
期

9

第2章　結び付きを深める現代世界
　1節　現代世界の国家と領域
　　1　現代世界の国家
　　2　日本の位置や領域

①国境の種類，国家の領域，国家の主権について理解している。日本の位置と領域，
排他的経済水域の特徴，日本の領土をめぐる問題について理解している。
②国境の種類，国家の領域，国家の主権について，多面的・多角的に考察し，表現して
いる。日本の位置と領域，排他的経済水域の特徴，日本の領土をめぐる問題につい
て，多面的・多角的に考察し，表現している。
③国境の種類，国家の領域，国家の主権について，よりよい社会の実現を視野にそこ
でみられる課題を主体的に追究，解決しようとしている。

○

2
学
期

10

2節　グローバル化する世界
　1　国家間の結び付き
　2　貿易によって結び付く世界
　3　さまざまな交通網の発達

①国際関係と紛争の変化，国連が果たす役割，経済のグローバル化と地域ごとの経済
的な結びつきについて理解している。
②国際関係と紛争の変化，国連が果たす役割，経済のグローバル化と地域ごとの経済
的な結びつきについて，多面的・多角的に考察し，表現している。
③暮らしを支える貿易，貿易の変化と国際分業の成立，自由化する世界の貿易につい
て，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようと
している。

○ ○

中間考査

2
学
期

10
第2部　国際理解と国際協力
 第1章　生活文化の多様性と国際理解
   1節　世界の地形と人々の生活

①生活の舞台となる陸地，地形をつくる営力，大地形を構成する変動帯と安定地域に
ついて理解している。
②生活の舞台となる陸地，地形をつくる営力，大地形を構成する変動帯と安定地域に
ついて，多面的・多角的に考察し，表現している。
③生活の舞台となる陸地，地形をつくる営力，大地形を構成する変動帯と安定地域に
ついて，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しよ
うとしている。

○ ○

2
学
期

11 2節　世界の気候と人々の生活

①気候が生活に与える影響，気温のしくみと分布の特徴，降水のしくみと分布の特徴
について理解している。
②気候が生活に与える影響，気温のしくみと分布の特徴，降水のしくみと分布の特徴
について，多面的・多角的に考察し，表現している。
③気候が生活に与える影響，気温のしくみと分布の特徴，降水のしくみと分布の特徴
について，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決し
ようとしている。

○ ○

2
学
期

12
追究事例　自然１
乾燥した大陸と太平洋の島々での生
活　－オセアニア－

①多くの観光客を魅了する自然環境，安定地域が広がる大陸と起伏に富んだ島々，地
域によって大きく異なる気候について理解している。
②多くの観光客を魅了する自然環境，安定地域が広がる大陸と起伏に富んだ島々，地
域によって大きく異なる気候について，多面的・多角的に考察し，表現している。
③多くの観光客を魅了する自然環境，安定地域が広がる大陸と起伏に富んだ島々，地
域によって大きく異なる気候について，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる
課題を主体的に追究，解決しようとしている。

○

期末考査

３
学
期

1 3節　世界の言語・宗教と人々の生活

①言語と民族の関わり，公用語と人々の生活への影響について理解している。
②言語と民族の関わり，公用語と人々の生活への影響について，多面的・多角的に考
察し，表現している。
③言語と民族の関わり，公用語と人々の生活への影響について，よりよい社会の実現
を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようとしている。

○ ○

３
学
期

2 4節　歴史的背景と人々の生活

①生活文化に影響した歴史的背景，冷戦時代の体制が生活に与える影響について理
解している。
②生活文化に影響した歴史的背景，冷戦時代の体制が生活に与える影響について，多
面的・多角的に考察し，表現している。
③生活文化に影響した歴史的背景，冷戦時代の体制が生活に与える影響について，よ
りよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようとしてい
る。

○

学年末考査

３
学
期

3

第3部　持続可能な地域づくりと私た
ち
 第1章　自然環境と防災
  1節　日本の自然環境
  2節　地震・津波と防災

①明瞭な季節変化，降水量の季節変化と地域差，日本の都市気候について理解してい
る。
②明瞭な季節変化，降水量の季節変化と地域差，日本の都市気候について，多面的・
多角的に考察し，表現している。
③明瞭な季節変化，降水量の季節変化と地域差，日本の都市気候について，よりよい
社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようとしている。①
地震の種類と特徴，地域で異なる震災の被害について理解しており，地理的技能を身
に付けている。
②地震の種類と特徴，地域で異なる震災の被害について，多面的・多角的に考察し，表
現している。
③地震の種類と特徴，地域で異なる震災の被害について，よりよい社会の実現を視野
にそこでみられる課題を主体的に追究，解決しようとしている。

○

主題図と一般図には，それぞれどの
ような表現方法や用途があるのだろ
うか。

思判表 主体

世界や日本の各地で発生する自然災
害は，その地域の地形や気候といっ
た自然環境と密接に結び付いてい
る。日本の地形や気候には，どのよう
な特徴があるのだろうか。変動帯に
位置する日本は，数多くの地震に
よってさまざまな被害を受けてき
た。地震や津波は，どのような被害を
もたらすのだろうか。また，地震や津
波の発生に備えて，どのような取り
組みが必要なのだろうか。

世界には，日本とは異なる言語を話
す民族が存在し，さまざまな宗教が
信仰されている。言語や宗教は，
人々の生活にどのような影響を与え
ているのだろうか。

国家の領域や国境にはどのような決
まりがあるのだろうか。
日本の位置や領域，排他的経済水域
にはどのような特徴があるのだろう
か。

統計地図にはどのような種類があ
り，どのように使い分けられている
のだろうか。

地理情報システム(GIS)は，どのよ
うに活用されているのだろうか。

グローバル化に伴い，貿易や交通，
通信，観光など，世界の国々を結び
付ける要素には変化がみられる。世
界の国々は，これらの要素によって
どのように結び付いているのだろう
か。

世界各地の多様な環境の下で育まれ
てきた生活文化は，さまざまな出来
事を積み重ねることによって変化を
遂げてきた。このような歴史的な背
景は，人々の生活文化にどのような
影響を与えてきたのだろうか。

地球上には，高く険しい山脈や広大
な平原，深い谷などの多様な地形が
ある。人々はこうした地形とどのよ
うに関わり合っているのだろうか。
そして，世界各地ではどのような生
活が営まれているのだろうか。

気温や降水，風などの気候要素は場
所によって異なる。人々の生活はそ
れぞれの気候要素とどのように関わ
り合っているのだろうか。そして，世
界各地ではどのような生活が営まれ
ているのだろうか。

乾燥した大陸と多くの島々からなる
オセアニアは，地形や気候が多様で
ある。このような自然環境を生かし
て，どのような生活文化や産業が育
まれてきたのだろうか。

緯度の違いは，私たちの生活にどの
ような影響を与えているのだろう
か。

時刻の違い(時差)は，私たちの生活
にどのような影響を与えているのだ
ろうか。

なぜ地図にはさまざまな図法がある
のだろうか。

1
学
期

6

年間指導・評価計画　

教科・科目 高等学校新地理総合（帝国書院）、新詳高等地図（帝国書院）

単位数
使用副教材 高等学校新地理総合ノート（帝国書院）

対象学年・学科

科目の概要と目標

1. 積極的に学習活動を行い、世界や地域のことを理解しようとすることができる。
2. 広い視野で国際社会を見つめるために系統地理の知識を理解することができる。
3. 世界の特徴的な国や地域について、地理的な知識や視点を探究活動に生かすことができる。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標　　①＝知識・技能　②＝思考・判断・表現　③＝主体的に学習に取り組む態度 知識





富山県立入善高等学校

公民・公共 使用教科書

２単位

２年 農業科

4月

第１編　公共の扉
第１章　公共的な空間をつくる私たち
①社会に生きる私たち

人生において青年期がもつ意味や役割を理解している。

○

②個人の尊厳と自主・自律 人間は個人として相互に尊重されるべき存在であることを理解している。

○

③多様性と共通性 人間は対話をとおして他者や異文化について理解しあえる社会的な存在であることを理解している。
○

④伝統文化とのかかわり 伝統や文化とは何かを理解している。
○

⑤自立した主体をめざして 自立した主体になることが各人のキャリア形成とよりよい社会の形成に結びつく理由を多面的・多角
的に考察し，説明している。 ○

第２章　公共的な空間における人間とし
てのあり方生き方
①人間と社会のあり方についての見方・
考え方
●実社会の事例から考える～環境保護
●実社会の事例から考える～生命倫理

・事例から，問題解決に向けて選択・判断の手掛かりとしての二つの考え方をもとに，行為者自身の
人間としてのあり方生き方について探求することが，よりよく生きる上で重要であることを理解して
いる。
・人間と社会のあり方について，選択・判断の手掛かりとなる二つの考え方を使って現代社会に見ら
れる課題の解決を視野に関わろうとしている。
・人間と社会のあり方について，実際の事例を参考に現代社会に見られる課題の解決を視野に関わろ
うとしている。

○ ○

5月

第３章　公共的な空間における基本的原
理
①人間の尊厳と平等，個人の尊重
②民主主義と法の支配
③自由・権利と責任・義務
④日本国憲法に生きる基本的原理

・人間の尊厳と平等，個人の尊重とは何かを理解している。
・民主主義，法の支配とは何かを理解している。
・自由・権利と責任・義務とは何かを理解している。
・公共的な空間における基本的原理が，日本国憲法にどのようにいかされているかを理解している。 ○

中間考査 ○ ○ ○

6月

第２編　自立した主体としてよりよい社
会の形成に参画する私たち
第１章
法的な主体となる私たち
①私たちと法

法によって解決することが適切なのはどのような問題かを多面的・多角的に考察し，説明している。

○

②法と基本的人権
③自由に生きる権利と法・規範
④平等に生きる権利と法・規範
⑤安全で豊かに生きる権利と法・規範
⑥法をよりよいものにするための権利

・公法と私法の違いや，基本的人権と法との関わりについて理解している。
・日本国憲法が保障する自由とはどのようなものかを理解している。
・日本国憲法が保障する平等とはどのようなものかを理解している。
・日本国憲法が保障する生存権とはどのようなものかを理解している。
・新しい人権が主張されるにいたった経緯を理解している。

○

主題２
契約と消費者の権利・責任
①さまざまな契約と法
②消費者の権利と責任

・契約自由の原則や，成年年齢の意味，成年の責任について理解している。
・消費活動について，家庭科などで学んだ知識もふまえながら，現代社会に見られる課題の解決を視
野に関わろうとしている。 ○

期末考査 ○ ○ ○

７月

主題３　司法参加の意義
①裁判所と司法
②国民の司法参加

・裁判所の役割や裁判員制度について理解している。
・司法参加の意義に関わる現実社会の事柄や課題を理解している。

○

第２章
政治的な主体となる私たち
主題４
政治参加と公正な世論形成
①私たちと選挙
②選挙の現状と課題
③世論の形成と政治参加
④国会と立法
⑤内閣と行政
⑥地方自治と住民福祉

・選挙権年齢が18歳以上であることをふまえ，選挙の意義を理解している。
・投票のもつ意味について多面的・多角的に考察し，説明している。
・政治参加と公正な世論の形成について，現代社会に見られる課題の解決を視野に関わろうとしてい
る。
・議院内閣制のしくみ，内閣総理大臣の権限，行政の民主化について理解している。
・地方自治の運営状況について理解している。 ○ ○

９月

主題５
国際社会と国家主権
①国家と国際法
②国境と領土問題
③国際連合の役割と課題

・国際社会と国家主権に関わる現実社会の事柄や課題を理解している。
・世界で発生している領土問題の現状や背景を理解している。
・国連が設立された背景や国連の機能について理解している。

○

主題６
日本の安全保障と防衛
①平和主義と安全保障
②日本の安全保障体制の変容
③核兵器の廃絶と国際平和

・日本国憲法における平和主義について理解している。
・自衛隊や日本の安全保障についてはさまざまな立場からの意見があることを理解している。
・核兵器を廃絶するためには何が必要かを考え，軍縮の意義や効果について多面的・多角的に考察
し，説明している。

○

中間考査 ○ ○ ○

10月

主題７
国際社会の変化と日本の役割
①今日の国際社会
②人種・民族問題と地域紛争
③国際社会における日本の役割

・冷戦終結後の国際社会の状況について理解している。
・人種・民族問題，地域紛争，難民問題の実態について理解している。
・国際社会における日本の役割に関わる現実社会の事柄や課題を理解している。

○

第３章
経済的な主体となる私たち
主題８　雇用と労働問題
①私たちと経済
②労働者と権利
③労働環境と課題

・経済の基本的なしくみや考え方を理解している。
・労働者を守るさまざまな法律について，現代社会に見られる課題の解決を視野に関わろうとしてい
る。
・労働問題について，現代社会に見られる課題の解決を視野に関わろうとしている。 ○

11月

第２編　自立した主体としてよりよい社
会の形成に参画する私たち
主題９
社会の変化と職業観
①日本経済のこれまでとこれから
②技術革新の進展
③現代の企業
④中小企業の現状と役割
⑤日本の農林水産業

・歴史など他教科で学んだ知識もふまえながら，第二次世界大戦後の経済環境の変化について多面
的・多角的に考察し，説明している。
・情報など他教科で学んだ知識もふまえながら，技術革新の進展による生活の変化，産業構造の変
化，経済のサービス化・ソフト化について，身近な問題と関連させて多面的・多角的に考察し，説明
している。

○

期末考査 ○ ○ ○

12月

主題10
市場経済の機能と限界
①市場経済と経済運営
②市場のしくみ
③経済発展と環境保全
④国民所得と私たちの生活
⑤経済成長と国民の福祉

・経済における政府の関わり方を理解している。
・市場経済の機能と限界に関わる現実社会の事柄や課題，需要と供給の関係について理解している。
・公害問題と環境保全について理解している。
・国民所得や景気変動の種類やしくみについて理解している。
・国民所得や景気変動について理解している。

○

主題11　金融のはたらき
①金融の意義と役割
②金融のいま

・金融機関や日本銀行の役割を理解している。
・金融の自由化の背景を理解している。

○

1月

主題12
財政の役割と社会保障
①財政のしくみと租税
②日本の財政の課題
③社会保障と国民福祉
④これからの社会保障

・税金の使われ方について，現代社会に見られる課題の解決を視野に関わろうとしている。
・日本の財政の課題を理解している。
・社会保障の意義やしくみを理解している。
・持続可能な社会保障制度のあり方について，現代社会に見られる課題の解決を視野に関わろうとし
ている。

○

2月

主題13
経済のグローバル化
①国際分業と貿易
②国際収支と国際経済体制
③外国為替相場の動き
④グローバル化する経済
⑤地域的経済統合
⑥国際社会における貧困や格差
⑦地球環境問題
⑧資源・エネルギー問題
⑨国際社会のこれから

・貿易の必要性や，自由貿易と保護貿易の違いを理解している。
・国際収支の種類と，国際収支の均衡のための国際機関の機能を理解している。
・円高・円安のしくみとその影響について理解している。
・経済のグローバル化の正負の側面や，グローバル化が日本経済におよぼす影響について理解してい
る。
・地域的経済統合のメリットとデメリットを理解している。
・南北問題の原因や発展途上国の抱える問題について理解している。
・地球環境問題の解決に向けた取り組みについて多面的・多角的に考察し，説明している。
・循環型社会の形成に向けて，エネルギーのベストミックスを多面的・多角的に考察し，説明してい
る。
・人口問題や食料問題に対する日本の役割について，多面的・多角的に考察し，説明している。

○

学年末考査 ○ ○ ○
第３編　持続可能な社会づくりの主体と
なる私たち
①排出権取引を考える～地球環境問題
②ベストミックスを考える～資源・エネ
ルギー問題
③ゲノム編集を考える～生命倫理
④インターネットによる投票を考える～
情報
⑤フェアトレードを考える～国際社会の
課題

・課題の解決に向けて，妥当性や効果，実現可能性などを指標にして，多面的・多角的に考察し，説
明している。
・これまでの学習を関連させ，幸福，正義，公正などに着目して，多面的・多角的に考察し，表現し
ている。
・その課題の解決に向けて事実を基に協働して考察，構想し，妥当性や効果，実現可能性などを指標
にして，論拠を基に自分の考えを説明，論述している。 ○

社会に参画する自立した主体とは，孤立して生きるのではなく，地域社会などの様々な集団の一員として生き，他者
との協働により当事者として国家・社会などの公共的な空間を作る存在であることを理解する。

・少子高齢化が進む中で，財政や社会保障を持続可能なものにするために，政府はどのような役割を果たしていくべ
きなのかを理解する。
・財政の意義やしくみ，日本の財政の課題を理解する。
・社会保障の意義やしくみ，日本の社会保障制度の課題を理解する。

・経済がグローバル化する中で，貧困や格差などの問題を乗りこえ，すべての人が幸福に暮らすために，国際社会や
私たちがどうあるべきか考える。
・自由貿易と保護貿易の違いについて考え，自由貿易を進めるための国際機関の機能と役割を理解する。
・外国為替相場の変動が及ぼす影響やその要因について理解する。
・経済のグローバル化が日本経済にどのような影響を及ぼしているかを理解する。
・地域的経済統合のメリット・デメリットを理解し，日本のこれからの貿易政策はどうあるべきか考える。
・国際社会における貧困や格差の原因を理解し，発展途上国の経済成長のために何が必要かを理解する。
・経済発展の負の影響として，地球環境問題や資源・エネルギー問題を理解する。

持続可能な地域，国家・社会及び国際社会づくりに向けた役割を担う，公共の精神をもった自立した主体となること
に向けて，幸福，正義，公正などに着目して，現代の諸課題を探究する活動を行う。

公共的な空間で生きていくために必要なこととして，個人として尊重されることや，対話を通して他者を理解するこ
とを理解する。

公共的な空間で生きていくために必要なこととして，個人として尊重されることや，対話を通して他者を理解するこ
とを理解する。

伝統や文化と，自らの行動様式や考え方との関係について理解する。

生涯にわたって学習していくことの意義を考える。

・経済において，金融市場はどのような役割を果たしているのか理解する。
・中央銀行は日本経済の状況に応じて，どのような金融政策をとっているのかを理解する。
・社会の変化が，金融にどのような影響を与えているのかを理解する。
・投資の意義や投資に必要な考え方を理解する。

・個人や社会の紛争を法に基づいて公正に解決するために必要なしくみと，国民が果たすべき責任を理解する。
・なぜ裁判所が必要なのか，司法権の独立や裁判所のしくみ，最高裁判所の違憲審査権から理解する。

・民主政治を推進するために，私たちが果たすべき責任を理解する。
・選挙の意義や課題，世論の形成や政党の役割を理解する。
・主権者である国民と国会・内閣の関係を理解する。
・地域社会の課題に，私たちの意思を反映させるにはどうすればよいかを理解する。

・主権国家が並び立つ国際社会は，どのように成り立っているのかを理解する。
・領土問題の背景と現状を理解する。
・国際社会の平和と安定を維持するための国際連合の取り組みを理解する。

・日本国憲法の平和主義の下，私たちが果たすべき責任を理解する。
・日本の安全保障体制の変容とその背景にある国際社会の変化を理解する。
・軍縮に向けて国際社会や私たちには何が必要かを考える。

・古今東西の先人の取り組み，知恵などを踏まえ，社会に参画する際の選択・判断するための手掛かりとなる概念や
理論を理解する。
・選択・判断の手掛かりとなる考え方を活用し，環境保護や生命倫理など実社会の問題を考える。

・古今東西の先人の取り組み，知恵などを踏まえ，公共的な空間における基本的原理を理解する。
・人権保障のあゆみや世界の政治体制，日本国憲法などを通して，公共的な空間における基本的原理が，現代社会で
どのような形で生かされているかを理解する。

法やルールを定める時には，どのようなことに配慮する必要があるかを理解する。

・身のまわりの偏見や差別・不平等，自由権が保障されていない問題について理解し，その解決策を考える。
・安全で豊かに生き，法をよりよいものにするための権利や，それを実現するための法・規範を理解する。

・少子高齢化による労働力不足が問題となる中，活発な経済活動と労働者の働きやすさを共に成り立たせるために必
要なことを理解する。
・経済の基本的なしくみを理解し，経済的意思決定が将来の選択に役立つことを理解する。
・労働者を守るための法や権利を理解する。
・労働問題やその背景にある社会の変化を理解する。

・グローバル化・情報化・少子高齢化が進む現代社会において，将来の働き方をどう考えていけばよいか理解する。
・第二次世界大戦後から現代までの日本経済のあゆみと，現代の経済の課題を理解する。
・情報化の進展が日本経済や中小企業・農林水産業の課題の解決にどのようにはたらいているかを理解する。

・公正で自由な経済活動を通して，市場が効率的な資源配分を実現できるしくみを理解する。
・経済における政府の関わり方について，どのような考えがあるのか理解する。
・市場における需要と供給の関係について理解する。
・市場の失敗の例の一つである公害について，その種類や対策の取り組みを理解する。
・国民所得や景気変動を理解し，私たちが豊かに暮らすための指標について考える。

・契約が対等な当事者間の合意といえるための条件を理解する。
・なぜ契約が生まれ，契約を守ることが大切なのかを理解する。
・消費者と事業者を対等な立場に置き，消費者主権を実現するために，消費者に関する法律が定められていることを
理解する。

・今日の国際社会の特徴について理解する。
・人種・民族問題と地域紛争の背景，現状を理解する。
・国際社会における日本の役割を理解する。

年間指導・評価計画　

教科・科目 高等学校『新公共』

単位数

使用副教材 公共ノート（第一学習社）
対象学年・学科

科目の概要と目標

1. 地域的特色と、日本及び世界との関わりを理解するとともに、調査や情報を効果的にまとめる技能を身に付けた生徒を育成する。
2. 社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動に取り組むことのできる生徒を育成する。
3. 多面的、多角的な考察や深い理解を通して、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする生徒の態度を養う。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体



富山県立入善高等学校

数学・数学Ⅰ 使用教科書

3

１年 農業科・５組

４月、５月

１章
数と式

１節 数と式の計算

・中学の復習をしながら、方程式の意味や解法について学
ぶ。
・因数分解を利用して２次方程式を解くことができるよう
になる。
・平方根の考えに基づいて２次方程式を解くことができる
ようになる。
・２次方程式の解の公式を導く過程を考え、その公式を利
用して２次方程式を解くことができるようになる。

○ ○

中間考査 ○ ○ ○

１章
数と式

１節 数と式の計算
２節 １次不等式

・２次方程式を利用して、応用問題が解けるようになる。
・身近な例を使って不等式をつくり、不等式の意味や不等
式の解の意味を理解する。
・不等式をみたすx の値の範囲を数直線上に図示できるよ
うになる。
・不等式の性質を学び、１次方程式の解法と対比しなが
ら、１次不等式を解くことができるようになる。
・連立不等式の意味を理解し、その解を求められるように
なる。

○ ○

６月

２章
２次関数

１節 ２次関数のグラフ

・関数の概念、関数の値やそのグラフについて理解する。
・２次関数の特徴を捉え、２次関数のグラフを描くことが
できるようになる。

○

期末考査 ○ ○ ○

７月、９月

２章
２次関数

２節 ２次関数の値の変化

・定義域に注意して、２次関数の最大・最小を求めること
ができる。
・与えられた条件から、２次関数を決定することができ
る。

○ ○

１０月

・中学の復習をしながら、方程式の意味や解法について学
ぶ。
・因数分解を利用して２次方程式を解くことができるよう
になる。
・平方根の考えに基づいて２次方程式を解くことができる
ようになる。
・解の公式を利用して２次方程式を解くことができるよう
になる。
・２次方程式を利用して、応用問題が解けるようになる。
・グラフを利用して、不等式が解けるようになる。

○ ○

中間考査 ○ ○ ○

１１月

３章
図形と計量

１節　三角比

・鋭角の三角比について学び、活用できるようになる。
・三つの辺と三つの角の正弦の関係を学び、活用できるよ
うになる。
・座標や単位円を用いることによって、三角比を0゜から
180゜まで拡張できることを理解し、鈍角の三角比の値が求
められるようになる。

○ ○

１２月

３章
図形と計量

２節　三角形への応用

・二辺とその間の角の余弦を用いて、三角形の他の一辺の
長さを求めることができるようになる。
・二辺とその間の角の正弦を用いて、三角形の面積を求め
ることができるようになる。
・三角比と空間図形を関連させて、高さや距離を求められ
るようになる。

○

期末考査 ○ ○ ○

１２月、１月
４章
集合と命題

・集合の包含関係、共通部分と和集合、空集合、補集合、
ド・モルガンの法則を理解する。
・集合に関する記号の意味を理解し、適切に使うことがで
きる。
・命題と条件、必要条件、十分条件、必要十分条件の用語
の定義を学び、さらに、図表示による包含関係と関連づけ
て理解する。
・命題の逆・裏・対偶を理解する。また、対偶を利用した
証明法や背理法による証明法を習得するとともに論理的な
思考力を養う。

○ ○

２月
５章
データの分析

・度数分布、ヒストグラムの意味を理解する。また、それ
らを作成し、目的に応じて資料を整理できるようになる。
・各代表値の意味を理解し、それぞれの特徴を踏まえ、
データの傾向を的確にとらえることができるようになる。
・複数のデータを比較するために、四分位数や箱ひげ図の
意味を理解し、描くことができるようになる。
・2つの変量の間の関係表す散布図の意味を理解し、それを
もとに相関関係を考えることができるようになる。
・相関関係の度合いを数量的に表す相関係数の意味を理解
し、相関係数を計算できるようになる。

○ ○

学年末考査 ○ ○ ○

３月
５章
データの分析

・仮説検定の考え方を理解し、簡単な事象について、仮説
検定を行うことができるようになる。

○ ○

年間指導・評価計画　

教科・科目 改訂版　新　高校の数学Ⅰ(数研出版)

単位数

使用副教材 改訂版　ポイントノート　数学Ⅰ(数研出版)
対象学年・学科

科目の概要と目標

方程式と不等式および２次関数について、基礎的な知識の習得と技術の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ばすとともに、数学的な見方や考え方
のよさを認識できるようにする。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

１節
　①計算の基本
　②単項式と多項式
　③多項式の加法と減法
　④多項式の乗法
　⑤展開の公式
　⑥因数分解

１節
　⑦展開，因数分解の工夫
　⑧根号を含む式の計算
　⑨実数
２節
　①１次方程式
　②不等式
　③不等式の解

１節
　①関数
　②１次関数のグラフ
　③２次関数のグラフ(１)
　④２次関数のグラフ(２)

２節
　①２次関数の最大値，最小値

２節
　②グラフと２次方程式
　③グラフと２次不等式

１節
　①直角三角形
　②三角比
　③三角比の利用
　④三角比の相互関係
　⑤鈍角の三角比

２節
　①正弦定理
　②余弦定理
　③三角形の面積

　①集合
　②命題と集合
　③必要条件と十分条件

　①データの整理
　②データの代表値
　③データの散らばり
　④データの相関

　⑤仮説検定の考え方



富山県立入善高等学校

科学と人間生活 使用教科書

２単位

１年・農業科

４，５月
第Ⅰ章　物質の科学
 第２節　衣料と食品

・繊維の種類と性質，構造と染色について理解している。
・食物中の栄養素と，それが体内に取りこまれる過程につ
いて理解している。
・天然繊維,化学繊維の違いや構造上の特徴から，用途の違
いについて考察することができる。
・身のまわりにある繊維について興味をもち，その種類や
性質，衣料材料の構造と加工について理解しようとする。
・炭水化物，タンパク質，脂質やその他の栄養素について
関心を抱き，化学的な構造や性質，生体内でのはたらきに
ついて理解しようとする。

○ ○ ○

中間考査

５，６月
第Ⅱ章　生命の科学
　第２節　微生物とその利用

・身のまわりには多様な微生物が存在することを理解して
いる。
・微生物の利用の広がりについて理解している。
・自然界のどのような場所にどのような微生物が生息して
いるか，どのような役割を果たしているかを考察すること
ができる。
・身のまわりに生息する微生物に関心を抱き，自然界にみ
られるさまざまな微生物について理解しようとする。
・日常生活への微生物の応用に興味をもち，医薬品への利
用や，これからの微生物の利用について思考しようとす
る。

○ ○ ○

期末考査

９月
第Ⅲ章　熱や光の科学
　第１節　熱の性質とその利用

・絶対温度，熱運動，熱量の保存，熱容量と比熱について
理解している。
・省エネルギーの試みやエネルギー資源の開発について理
解している。
・物体の熱量や熱容量を計算することができる。・ジュー
ルの法則の式から，電力量や電力を求めることができる。
・身近で体感する温度に興味をもち，熱量の保存や比熱，
熱の伝わり方などの，熱の性質について理解しようとす
る。
・エネルギー資源に関心を抱き，省エネルギーの試みや，
代替エネルギーの開発に関する知識を習得しようとする。

○ ○

１０月 　第２節　光の性質とその利用

・光の速さを調べようとした過去の実験を通して，光の速
さについて理解している。・光の反射・屈折・分散・散
乱・回折・干渉・偏光について理解している。・身のまわ
りの光に興味をもち，光の反射・屈折・分散・散乱・回
折・干渉・偏光などの現象について理解しようとする。・
日常生活に利用される電磁波について意欲的に学習し，情
報通信，医療などへの電磁波の利用について理解しようと
する。

○ ○

中間考査

１１月
第Ⅳ章　地球や宇宙の科学
　第１節　自然景観と自然災害

・絶対温度，熱運動，熱量の保存，熱容量と比熱について
理解している。・省エネルギーの試みやエネルギー資源の
開発について理解している。・物体の熱量や熱容量を計算
することができる。・ジュールの法則の式から，電力量や
電力を求めることができる。・身近で体感する温度に興味
をもち，熱量の保存や比熱，熱の伝わり方などの，熱の性
質について理解しようとする。・エネルギー資源に関心を
抱き，省エネルギーの試みや，代替エネルギーの開発に関
する知識を習得しようとする。

○ ○

１２月 　第２節　太陽と地球

・太陽系の構造を理解している。
・地球型惑星と木星型惑星との相違点を理解している。
・天体の動き，太陽や月の動きについて理解している。
・太陽系を構成する惑星を，その特徴から，地球型惑星と
木星型惑星に大別することができる。
・太陽系とそれを構成する天体に興味をもち，太陽系を構
成する天体の共通点や相違点を理解しようとする。

○ ○

期末考査

１，２月 第Ⅴ章　これからの科学と人間生活

・課題の設定と研究の進め方に興味をもち，さまざまな課
題を設定して意欲的に研究に取り組もうとする。・レポー
トの作成に関心を抱き，論理的でわかりやすく，正確なレ
ポートを作成しようとする。・研究発表に興味を抱き，意
欲的にプレゼンテーション資料を作成し，積極的に発表し
ようとする。

○ ○ ○

学年末考査

３月 第Ⅴ章　これからの科学と人間生活

・課題の設定と研究の進め方に興味をもち，さまざまな課
題を設定して意欲的に研究に取り組もうとする。・レポー
トの作成に関心を抱き，論理的でわかりやすく，正確なレ
ポートを作成しようとする。・研究発表に興味を抱き，意
欲的にプレゼンテーション資料を作成し，積極的に発表し
ようとする。

○

・自然と人間生活との関わりおよび科学技術と人間
生活との関わりについての学習を踏まえ，課題を設
定し探究することで，これからの科学と人間生活と
のかかわり方について認識を深めるとともに，科学
的に考察し表現できるようになる。

観察，実験などを行い，熱の性質，エネルギーの変
換と保存および有効利用について，日常生活と関連
付けて理解する。

観察，実験などを行い，光を中心とした電磁波の性
質とその利用について，日常生活と関連付けて理解
する。

観察，実験などを行い，熱の性質，エネルギーの変
換と保存および有効利用について，日常生活と関連
付けて理解する。

観察，実験などを行い，太陽などの身近に見られる
天体の運動や太陽の放射エネルギーについて，人間
生活と関連付けて理解する。

・自然と人間生活との関わりおよび科学技術と人間
生活との関わりについての学習を踏まえ，課題を設
定し探究することで，これからの科学と人間生活と
のかかわり方について認識を深めるとともに，科学
的に考察し表現できるようになる。

科目の概要と目標

自然と人間生活とのかかわり，および科学技術が人間生活に果たしてきた役割について，身近な事物・現象に関する観察・実験などを通して理解させ，科学
的な見方や考え方を養うとともに，科学に対する興味・関心を高める。科学技術の発展が，今日の人間生活に対してどのように貢献してきたかについて理解
させる。身近な自然の事物・現象および日常生活や社会の中で利用されている科学技術を取り上げ，科学と人間生活とのかかわりについて認識を深めさせ
る。自然と人間生活とのかかわり，および科学技術が人間生活に果たしてきた役割についての学習を踏まえて，これからの科学と人間生活とのかかわり方に
ついて考察させる。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

観察，実験などを行い，身近な衣料材料の性質や用
途，食品中のおもな成分の性質について，日常生活
と関連付けて理解する。

観察，実験などを行い，微生物のはたらきを人間生
活と関連付けて理解する。

年間指導・評価計画　

教科・科目 高等学校　科学と人間生活183-901（第一学習社）

単位数

使用副教材 新課程版　科学と人間生活　ネオパルノート（第一学習社）
対象学年・学科
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１年 農業科２年 普通科
観光ビジネスコース･文系

４月
1章　物質の構成
1節　物質の探究
1　物質の分類と性質

身のまわりの物質を純物質と混合物に分類することがで
きる。
実験の基本操作と検出方法について理解し，物質を探究
するための具体的な方法を身につける。また，実験結果
を考察し，発表することができる。
【実験】混合物の分離

○ ○

　2　物質と元素
物質の構造や性質に関する事象に関心をもち，意欲的に
物質を探究しようとする。
【実験】硫黄の同素体をつくる，炎色反応

○

　3  物質の三態と熱運動

身近な物質の三態変化と，粒子の熱運動と温度との関係
に関心をもち，それらを意欲的に探究しようとする。
粒子の熱運動と粒子間にはたらく力との関係を理解し，
物質の状態変化について粒子の運動をもとに考えること
ができる。

○ ○

５月
2節　物質の構成粒子
　　1  原子の構造

物質が原子から成り立っていることを理解する。また，
原子構造の簡単なモデルを描く技能を習得し，的確に表
現する。
原子は原子核と電子からなっていて，価電子が物質の性
質を決めていることを推論･理解できる。また，同位体に
ついての正しい知識を身につけている。

○ ○

2　イオンの生成

単原子イオンの生成について理解できる。
イオンの表し方を理解し，代表的な単原子イオン，多原
子イオンを表すことができる。
イオン化エネルギーと電子親和力について理解できる。

○ ○

3　元素の周期表

イオンの生成を電子配置と関連づけて考えることができ
る。
元素の性質に興味をもち，元素の性質が周期的に変わる
ことを探究しようとする。また，元素の性質が電子配置
と関係しており，現在の周期表がつくられていることを
理解することができる。

○ ○

中間考査

５月
2章　物質と化学結合
　1節　イオン結合
　　1　イオン結合とイオン結晶

イオン結合がイオン間の静電気的な引力による結合であ
ることを理解している。

○

　2　イオン結合からなる物質

イオン結合でできた物質に共通する性質について，推論
することができる。
水溶液中や溶融した状態のイオンの挙動をイメージし，
表現することができる。
イオン結合でできた物質の性質について探究しようとす
る。
【実験】沈殿反応による試薬の特定

○ ○

６月

2節　共有結合と分子間力
1	共有結合と分子
2	分子間力と分子結晶
3	共有結合からなる物質

共有結合を電子配置と関連づけて理解することができ
る。また，配位結合について理解している。
分子の電子式・構造式を書くことができる。分子の模型
を利用して，分子の結合と形について考えることができ
る。
電気陰性度を理解し，分子の形とあわせて極性について
考えることができる。「実験　分子の極性と溶解」を行
い，極性についての理解を深め，実験で得た知識を発表
することができる。
【実験】分子の極性と溶解

○ ○ ○

3節　金属結合
1	金属結合と金属結晶
2	金属

金属結合が自由電子の介在した結合であることを理解
し，電気伝導性や展性，延性などの金属の性質と関連付
けて理解している。

○

　4節　化学結合と物質
1	結晶の分類
2	化学結合と身のまわりの物質

1～3節で学習した化学結合の種類を系統だてて理解して
いる。
身近な物質を化学結合の種類と結び付けて考えることが
できる。

○ ○

期末考査

７月
3章　物質の変化
1節 物質量と化学反応式
1　原子量と分子量・式量

原子量･分子量･式量と物質量の関係を論理的･分析的･包
括的に理解できているとともに，物質量を用いた基本的
な計算ができる。
化学式が使用できるとともに，原子量･分子量･式量･物質
量の知識を身につけている。

○

９月 　　2  物質量

物質量について，その定義と粒子数との関係を理解でき
る。
物質量と質量の関係について理解できる。
アボガドロの法則を理解し，物質量と気体の体積の関係
を理解できる。
物質量と粒子数，質量，気体の体積の相互関係を理解
し，計算で求めることができる。

○ ○

　3　溶液の濃度
モル濃度が，溶液の体積と溶質の物質量との関係を表し
ていることを理解し，質量パーセント濃度とモル濃度の
違いを表現することができる。

○ ○

１０月 　4　化学反応式

基本的な化学式，化学反応式を書く技能を習得し，的確
に表現する。
いろいろな物質の化学変化に注目し，化学変化の量的関
係を物質量と関連づけて考察しようとするとともに，意
欲的にそれらを探究しようとする。
【実験】化学反応における量的関係

○ ○ ○

中間考査

１０月
　2節　酸と塩基
1	酸と塩基
2	酸と塩基の分類

酸･塩基の定義を理解し，日常生活と関連つけて酸･塩基
の反応を捉えることができる。
酸･塩基の化学式や酸･塩基の反応を通して，酸と塩基の
共通性を見出し，酸･塩基の定義を理解できる。
酸･塩基の価数・強弱の関係を理解し，電離度に関連付け
て考察することができる。

○

１１月 　3　水素イオン濃度とpH
酸性，塩基性の程度とpHの関係を理解し，pHの指標の便
利さと実用性を理解している。

○

　4　中和反応と塩

中和反応における量的関係を理解している。中和滴定の
実験により，メスフラスコ，ビュレット，ホールピペッ
トなどの実験器具の取り扱いができると同時に，酸･塩基
の量的関係から濃度未知の酸や塩基の濃度を実験で求め
る技能を習得している。

○ ○ ○

期末考査

１２月，１月
3節　酸化還元反応
　　1  酸化と還元

酸化・還元の定義を理解し，酸化と還元が同時に起こる
ことを理解している。また，酸化数の定義を理解し，こ
れらの定義を適用できる反応を見出すことができる。

○

2　酸化剤と還元剤

酸化剤・還元剤について理解し，酸化反応・還元反応で
起こるイオン反応式を書くことができる。また，イオン
反応式から反応全体の化学反応式を導くことができる。
酸化還元反応の量的関係を理解している。

○ ○

２月 3　金属の酸化還元
金属のイオン化傾向を，酸化還元反応と関連付けて理解
している。

○

学年末考査

２月，３月 4　酸化還元反応の応用

電池のしくみを，酸化還元の視点で理解することができ
る。
ダニエル電池のしくみと電極での反応を理解することが
できる。
鉄，銅，アルミニウムの製錬方法について，理解するこ
とができる。

○

酸化剤・還元剤の定義を知り，両者の反応が酸
化還元反応であること理解する。

金属の酸化されやすさの尺度であるイオン化傾向
について学習し，個々の金属のイオン化傾向と反
応性の関係を探る。

日常生活や社会との関わりの例として，電池や
金属の製錬を理解する。

酸素，水素，電子の授受に基づく定義を理解す
る。とくに，酸化還元反応が電子の授受による反
応であることを理解する。酸化数の求め方，酸化
数の変化と酸化・還元の関係を理解する。

非常に小さな質量の原子や分子の質量は，12Ｃを
基準にした相対質量で表されることを知る｡また，
原子量は，同位体の各原子の相対質量の平均値で
あることを理解する｡

原子量や分子量などに単位グラムをつけた質量中
には，同数の原子や分子などが含まれることを理
解させ，その具体的な数値が6.0×1023個で，この
粒子の集団を1 molということを知る｡

溶液の濃さを表す方法を学習し，質量パーセント
濃度，モル濃度の計算を習得する。

簡単な化学反応式とイオン反応式が書けるように
なる。
化学反応式の係数比は，物質量比(気体の場合に
は，さらに体積比)を表していることを理解し，化
学反応式によって，反応物・生成物の質量・体積
が求められることを理解する。

酸・塩基の定義を理解し，酸性・塩基性について
も理解する。また，酸と塩基の価数と，酸と塩基
の強弱とは，直接関係しないことを理解する。

水素イオン濃度とpHとの関係を知り，pHの値で，
水溶液の酸性・塩基性の程度がわかることを理解
する。

酸と塩基が反応するとたがいの性質を打ち消し，
塩を生成することを理解し，また，塩の分類と塩
の水溶液の液性を理解する。H＋とOH－とが1：1で
反応することを知り，中和滴定の計算を理解す
る。

それぞれの化学結合によってできた結晶につい
て，その性質や構成粒子などを比較し，理解す
る。
それぞれの化学結合でできた代表的な物質につい
て理解する。

科目の概要と目標

・化学に関する事物・現象について、基本的な概念や原理･法則を理解し、知識を身につけている。
・観察、実験を行い、基本操作を習得するとともに、それらの過程や結果を的確に記録、整理し、化学に関する事物・現象を科学的に探究する技能を身に
つけている。
・自然界や産業界にある事物・現象の中に問題を見出し、化学的に探究する過程を通して、事象を科学的・論理的にに考察し、導き出した考えを的確に表
現することができる。
・自然の事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度が養われている。
・自然の原理・法則や科学技術と私たちの生活とのかかわりについて社会が発展するための基盤となる化学に対する興味・関心を高めている。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

混合物と純物質の違いを理解し，自然界の物質の
多くが混合物であることを理解する。また，混合
物から目的の物質を分離するには，物質の性質に
あわせた方法があることを知る｡元素の意味を知
り，純物質のなりたちを理解する｡

元素の周期律および原子の電子配置と周期表の族
や周期との関係について理解する。

陽イオンと陰イオン間の静電気的引力によりイオ
ン結合が形成されることを理解する。

金属元素の結合と性質を理解する｡また，種々の金
属について理解する。

元素の意味を知り，純物質のなりたちを理解する｡

年間指導・評価計画　

教科・科目 化学基礎（実教出版）

単位数

使用副教材 高校化学基礎カラーノート新課程版（実教出版）
対象学年・学科

粒子の熱運動と温度および物質の三態変化との関
係について理解する。

原子の構造および陽子，中性子，電子の性質を理
解する。
同位体の定義とその性質を理解する｡

陽イオン，陰イオンの生成のしくみを理解する。

イオン結晶の組成式のつくりかたやイオン結晶の
性質を理解する｡

分子中の原子の結合および分子の構造を表す方法
を理解する｡
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２学年・農業科

４月 1．生物の多様性と共通性
多様な生物にも共通性があることを理解する。多様な生物
に共通性が見られる理由について理解する。

○ ○ ○

５月 2．エネルギーと代謝
生命活動にはエネルギーが必要であることを理解する。生
命活動にはATPのエネルギーが利用されていることを理解す
る。

○ ○ ○

中間考査

６月 3．呼吸と光合成
呼吸や光合成ではATPが合成されていることを理解する。生
体内の化学反応が，酵素のはたらきによって進行している
ことを理解する。

○ ○ ○

６月 1．遺伝情報とDNA
DNAの構造を理解する。DNAの塩基配列が遺伝情報となって
いることを理解する。

○ ○ ○

７月
1．遺伝情報とDNA
2．遺伝情報の複製と分配

DNAの塩基配列が遺伝情報となっていることを理解する。
DNAが複製されるしくみを理解する。体細胞分裂の過程で
DNAが複製され，分配されることを理解する。

○ ○ ○

期末考査

９月 3．遺伝情報の発現
DNAの遺伝情報をもとにタンパク質が合成される過程を理解
する。

○ ○ ○

１０月
3．遺伝情報の発現
1．体内での情報伝達と調節

からだを構成する細胞で遺伝子がどのように発現している
かを理解する。
体内での情報伝達が，からだの状態の調節に関係している
ことを理解する、自律神経系と内分泌系が，からだの状態
を調節するしくみを理解する。

○ ○ ○

中間考査

１１月 2．体内環境の維持のしくみ
自律神経系と内分泌系のはたらきによって，体内環境が維
持されていることを理解する。

○ ○ ○

１２月
3．免疫のはたらき
1．植生と遷移

私たちのからだを守る免疫のしくみを理解する。免疫と，
病気や治療法との関係について理解する。
いろいろな植生とその特徴を理解する。

○ ○ ○

期末考査

１月
1．植生と遷移
2．植生の分布とバイオーム

植生の遷移の過程と，遷移が進行する要因を理解する。
世界各地には，多様なバイオームが成立していることを理
解する。日本に分布するバイオームについて理解する。

○ ○ ○

２月
3．生態系と生物の多様性
4．生態系のバランスと保全

生態系がどのように構成されているのかを理解する。生態
系の中で，多様な生物がどのように関係して，存在してい
るのかを理解する。
生態系のバランスが保たれているとはどういうことかを理
解する。

○ ○ ○

３月 4．生態系のバランスと保全
人間生活が生態系に与える影響と，生態系の保全の重要性
を理解する。

○ ○ ○

学年末考査

人間の生活と生態系①，人間の生活と生態系②，生
態系の保全

生態系の成りたち，生態系における種の多様さ，生
態系における生物どうしのつながり，種多様性の維
持
生態系のバランス，生態系のバランスの維持

遺伝情報とタンパク質，塩基配列とアミノ酸配列の
関係

タンパク質合成の過程，遺伝暗号表，遺伝子とゲノ
ム
生物の体内環境，体内での情報伝達，神経系による
情報の伝達と調節，自律神経系のはたらき、内分泌
系による情報の伝達と調節，ホルモンの量の調節

血糖濃度の調節，血糖濃度の調節のしくみ，血糖濃
度の調節と糖尿病、血液の循環を維持するしくみ

からだを守るしくみ，食作用のはたらき，適応免疫
のしくみ，免疫記憶と免疫寛容，免疫がかかわる病
気，免疫の医療への応用
植生の成りたち，植生の構造

植生の遷移の過程，植生の遷移のしくみ，植生の再
生
植生とバイオーム，森林のバイオーム，草原と荒原
のバイオーム，日本のバイオーム

DNAの塩基配列と遺伝情報
遺伝情報の複製，遺伝情報の分配

科目の概要と目標

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め、もうk的意識をもって観察、実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度を育て
るとともに、生物額kの基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

生物の多様性，生物の共通性とその由来，すべての
生物に見られる共通性，細胞の構造

生命活動とエネルギー，代謝とATP

呼吸，光合成，エネルギーの流れ，酵素の性質

遺伝情報を含む物質－DNA，DNAの構造

年間指導・評価計画　

教科・科目 数研出版　104-903　改訂版　新編　生物基礎

単位数

使用副教材 三訂版　リードLight生物基礎　チェックノート
対象学年・学科



富山県立入善高等学校

保健体育・保健 使用教科書

１単位

１年 普通科・農業科

4月
〇現代社会と健康
・健康の考え方と成り立ち
・私たちの健康のすがた

・健康の考え方について理解できる。
・わが国の健康水準の変化とその背景について理解
できる。

○ ○

5月

〇現代社会と健康
・生活習慣病の予防と回復
・がんの原因と予防
・がんの治療と回復

・生活習慣病の種類と要因について理解できる。 ○ ○ ○

中間考査

6月

〇現代社会と健康
・運動と健康
・食事と健康
・休養・睡眠と健康

・健康と運動の関係について理解できる。
・食事と健康の関係について理解できる。
・健康と休養の関係及び適切な休養のとり方につい
て理解できる。

○ ○

期末考査

7月
〇現代社会と健康
・喫煙と健康

・喫煙者やその周囲の人に起こる害について理解で
きる。

○ ○

9月
〇現代社会と健康
・飲酒と健康
・薬物乱用と健康

・飲酒による健康への短期的影響と長期的影響につ
いて理解できる。
・薬物乱用が心身の健康や社会に及ぼす影響につい
て理解できる。

○ ○ ○

10月

〇現代社会と健康
・精神疾患の特徴
・精神疾患の予防
・精神疾患からの回復

・精神疾患の発病の要因とおもな症状について理解
できる。
・精神疾患を予防する方法について理解できる。
・精神疾患の治療について理解できる。

○ ○

中間考査

11月

〇現代社会と健康
・現代の感染症
・感染症の予防
・性感染症・エイズとその予防

・感染症とは何かについて潜伏期間や感染力なども
含めて理解できる。
・感染症の予防対策の３原則について理解できる。
・性感染症・エイズがほかの感染症と異なる点につ
いて理解できる。

○ ○

期末考査

12月
〇現代社会と健康
・健康に関する意思決定・行動選択
・健康に関する環境づくり

・意思決定・行動選択に影響を与える要因について
理解できる。
・社会環境の健康への影響について理解できる。

○ ○

1月

〇安全な社会生活
・事故の現状と発生要因
・安全な社会の形成
・交通における安全

・事故の実態と被害の実態について理解できる。
・安全のために必要な個人の行動について理解でき
る。
・交通事故防止における個人の取り組みと交通環境
の整備について理解できる。

○ ○ ○

2月

〇安全な社会生活
・応急手当の意義とその基本
・日常的な応急手当
・心肺蘇生法

・応急手当の意義について理解できる。
・日常的なけがや熱中症の応急手当の手順や方法に
ついて理解できる。
・心肺蘇生法の方法と手順について理解できる。

○ ○

学年末考査

年間指導・評価計画　

教科・科目 現代高等保健体育（大修館）

単位数

使用副教材 現代高等保健体育ノート（大修館）
対象学年・学科

科目の概要と目標
健康の考え方，現代の感染症とその予防，生活習慣病などの予防と回復，喫煙，飲酒，薬物乱用と健康，精神疾患の予防と回復について，「安全な
社会生活」では，安全な社会づくり，応急手当について理解するとともに，課題を見つけ，その解決に向けて考え，表現できるようにする。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

・けがや急病に対する応急手当の意義や方法につい
て学び，日常的な応急手当ができるようにする。ま
た，心肺停止状態の人の命を救うために行う心肺蘇
生法の意義と方法を学び，実習を通して正しく実施
できるようにする。

・わが国の現在の健康水準や健康問題の変化，およ
び今日の健康課題について学ぶ。健康の成立要因を
ふまえて，自分なりの健康の捉え方について考え
る。

・生活習慣病の種類とその要因について学ぶととも
に，予防，早期発見，個人や社会の対策について考
える。
・わが国の死因の第1位となっているがんについて，
その種類，原因，予防，治療について学ぶととも
に，社会的対策の現状と必要性について考える。

・運動，食事，休養・睡眠といった生活習慣が，生
活習慣病の予防をはじめ，健康の保持増進に大きく
関連していことを学ぶとともに，人々が適切なライ
フスタイルを身につけるための対策を考える。

・わが国の不慮の事故の実態と事故発生に関連する
要因について学ぶとともに，安全な社会を形成する
ための個人や社会の対策について考える。また，交
通事故の防止の観点から，運転者の責任，個人や社
会の対策等について考える。

・喫煙，が心身にもたらす健康問題と社会問題につ
いて学ぶとともに，それらの問題を改善するため
の，個人や社会の対策について考える。

・おもな精神疾患と要因，予防と治療，また精神保
健の今日的課題について学ぶとともに，精神疾患の
適切なケアのための社会環境について考える。

・新興感染症や再興感染症といった現代の感染症の
現状と今日的課題，予防対策について学ぶ。また性
感染症・エイズの実態と課題について，日本および
世界の現状を学ぶ。また感染症予防について，個人
や社会の対策について考える。

・健康の保持増進のための意思決定・行動選択の重
要性と影響する要因について学び，よりよい意思決
定・行動選択の方法や工夫の仕方について学ぶ。ま
た健康づくりには，ヘルスプロモーションの考え方
にもとづく環境づくりが重要であることを学ぶ。

・飲酒，薬物乱用が心身にもたらす健康問題と社会
問題について学ぶとともに，それらの問題を改善す
るための，個人や社会の対策について考える。



富山県立入善高等学校

保健体育・保健 使用教科書

１単位

２年 普通科・農業科

4月

〇生涯を通じる健康
・ライフステージと健康
・思春期と健康
・性意識と性行動の選択

・ライフステージと健康の関連について理解でき
る。
・思春期における体の変化について理解できる。
・性意識の男女差について理解できる。

○ ○ ○

5月
〇生涯を通じる健康
・妊娠出産と健康
・避妊法と人工妊娠中絶

・妊娠・出産の過程における健康問題について理解
できる。
・家族計画の意義と適切な避妊法について理解でき
る。

○ ○

中間考査

6月
〇生涯を通じる健康
・結婚生活と健康
・中高年期と健康

・心身の発達と結婚生活の関係について理解でき
る。
・加齢にともなう心身の変化について理解できる。

○ ○

期末考査

7月

〇生涯を通じる健康
・喫働くこと健康
・労働災害と健康
・健康的な職業生活

・働くことの意義と健康のかかわりについて理解で
きる。
・労働災害の種類とその原因について理解できる。
・職場がおこなう健康に関する取り組みについて理
解できる。

○ ○

9月
〇健康を支える環境づくり
・大気汚染と健康
・水質汚染、土壌汚染と健康

・大気汚染の原因と健康への影響について理解でき
る。
・水質汚濁、土壌汚染の原因とその健康影響につい
て理解できる。

○ ○ ○

10月
〇健康を支える環境づくり
・環境と健康にかかわる対策
・ごみの処理と上下水道の整備

・環境汚染による健康被害を防ぐ方法について理解
できる。
・ごみの処理の現状やその課題について理解でき
る。

○ ○

中間考査

11月
〇健康を支える環境づくり
・食品の安全性
・食品衛生にかかわる活動

・食品の安全性と健康とのかかわりについて理解で
きる。
・食品の安全性を確保するための行政や製造者の役
割について理解できる。

○ ○

期末考査

12～1月

〇安全な社会生活
・保健サービスとその活用
・医療サービスとその活用
・医薬品の制度とその活用

・保健行政の役割について理解できる。
・わが国における医療保険のしくみについて理解で
きる。
・医薬品の正しい使用法について理解できる。

○ ○ ○

2月
〇安全な社会生活
・さまざまな保健活動や社会的対策
・健康に関する環境づくりと社会参加

・国際機関・民間機関などの保健活動について理解
できる。
・健康の保持増進のための環境づくりについて理解
できる。

○ ○

学年末考査

・わが国における保健・医療制度とさまざまな保
健・医療サービスについて学ぶとともに，有効な活
用の仕方を考える。
・医薬品の種類と正しい使い方，および医薬品の安
全性を守る取り組みについて学ぶとともに，有効な
使用法について考える。

・国内では人々の健康づくりのために自治体や行政
機関による対策が行われており，さらに国の枠を超
えた保健活動や対策がとられていることを学ぶ。ま
た，ヘルスプロモーションの考え方にもとづく環境
づくりや社会参加について考える。

・大気汚染，水質汚濁，土壌汚染の健康への影響に
ついて学び，地球規模で起こっている環境問題につ
いて，人々の健康と関連づけて考える。

環境汚染による健康被害を防ぐためのしくみについ
て学ぶとともに，自分たちにできる環境対策につい
て考える。また，ごみ処理，上下水道整備，し尿処
理といった環境衛生活動の重要性と現状について学
ぶ。

・食品の安全に関する今日的課題と，食品の安全性
を確保するしくみについて学ぶとともに，食の安全
を守るために人々に求められる役割を考える。

・各ライフステージの健康課題と社会からの支援に
ついて学ぶ。
・思春期における体と心の変化，思春期に起こりや
すい健康問題について理解を深める。また，性意識
やその男女差を知り，適切な意思決定・行動選択に
ついて考える。

・妊娠・出産に伴う健康問題について学び，健康的
な妊娠・出産をするための対策と母子保健サービス
の活用について考える。また，望まない妊娠の問題
点を考えるとともに，適切な避妊法について学ぶ。

・結婚生活を健康に過ごすための条件について学ぶ
とともに，健康な結婚生活に必要な考え方や行動に
ついて考える。
・加齢による中高年の健康リスクを低下させるため
の対策について学び，高齢社会に必要な社会の取り
組みについて考える。

・働くことの意義や働くことによって起こる健康問
題について理解を深める。また労働が原因で起こる
けがや病気を防止するための対策について学び，健
康的な職業生活を送る上での取り組みや余暇の活用
の仕方を考える。

科目の概要と目標
生涯の各段階における健康，労働と健康について，「健康を支える環境づくり」では，環境と健康，食品と健康，保健・医療サービスおよび医薬品
の制度とその活用，さまざまな保健活動や社会的対策，健康に関する環境づくりと社会参加について理解するとともに，課題を見つけ，その解決に
向けて考え，表現できるようにする。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

年間指導・評価計画　

教科・科目 現代高等保健体育（大修館）

単位数

使用副教材 現代高等保健体育ノート（大修館）
対象学年・学科



富山県立入善高等学校

保健体育・体育 使用教科書

３単位

１年 普通科・農業科

4月 ○体つくり運動
・体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに助け
合い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動き
などを大切にしようとしている。

○

5月 ○陸上競技（種目内選択）

・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技術の名称
や行い方、体力の高め方などを身につけることができる。
・自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止
め、ルールやマナーを大切にしている。

○ ○

中間考査

6月 ○領域選択①

・自己の役割を理解し、相手の動きや打球に対応した作戦
を立て、ゲームを行うことができる。
・安定したボール操作や連携した動きによって攻防が展開
できるようになる。

○ ○

期末考査

7月 ○体育理論

・スポーツの歴史や理念の変遷について理解することがで
きる。
・スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展について主
体的に学習に取り組もうとしている。

○ ○

9月・10月 ○領域選択②

・自己の役割を理解し、相手の動きや打球に対応した作戦
を立て、ゲームを行うことができる。
・安定したボール操作や連携した動きによって攻防が展開
できるようになる。

○ ○

中間考査

11月 ○領域選択③

・安定したボール操作や連携した動きによって攻防が展開
できるようになる。
・武道に関する伝統的な考え方を理解し、礼儀作法を身に
つけ練習や試合ができる。
・リズミカルな身体運動を通じて、表現する楽しさを味わ
うことができる

○ ○

期末考査

12月 ○体育理論

・現代のスポーツの役割や経済的な効果、文化的な価値を
理解することができる。
・・スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展について
主体的に学習に取り組もうとしている。

○ ○

1月・2月 ○領域選択④

・自己の役割を理解し、相手の動きや打球に対応した作戦
を立て、ゲームを行うことができる。
・安定したボール操作や連携した動きによって攻防が展開
できるようになる。

○ ○

学年末考査

・バスケットボール
・バドミントン
・卓球

・スポーツの発祥と発展

・サッカー
・バレーボール
・卓球

・バレーボール
・武道
・ダンス

・スポーツの発祥と発展

科目の概要と目標
各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにするとともに、体の調子を整え、体力の向上を図
り、公正・協力・責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

・体ほぐしの運動
・体力を高める運動

・競走、跳躍、投擲

・ソフトテニス
・ソフトボール
・バスケットボール

年間指導・評価計画　

教科・科目 なし

単位数

使用副教材 なし
対象学年・学科



富山県立入善高等学校

保健体育・体育 使用教科書

２単位

２年 普通科・農業科

4月 〇体つくり運動
・体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互い
に助け合い教え合おうとすること、一人一人の違い
に応じた動きなどを大切しようとしている。

○

5月 〇陸上競技（種目内選択）

・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技術
の名称や行い方、体力の高め方などを身に着けるこ
とができる。
・自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受
け止め、ルールやマナーを大切にしている。

○ ○

中間考査

6月 〇領域選択①

・勝敗を競う楽しや喜びを味わい、技術の名称や行
い方、作戦に応じた技能で仲間と連携してゲームを
展開できる。
・感じを込めて踊ったり、みんなで自由に踊ったり
する楽しさや喜びを味わうことができる。

○ ○

期末考査

7月 〇体育理論

・豊かなスポーツライフ設計の仕方について理解で
きる。
・豊かなスポーツライフの設計の仕方について、課
題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断する
ことができる。

○ ○

9・10月前半 〇領域選択②

・基本技能を高め、チームとしての作戦や戦術を工
夫したり、パートナーと連携して攻防を展開し、
ゲームの楽しさを味わうことができる。
・基本技能を高める中で得意技を身に付け、それを
用いての攻防ができるようになる。

○ ○

中間考査

10月後半～11
月

〇領域選択③

・基本技能を高め、チームとしての作戦や戦術を工
夫したり、パートナーと連携して攻防を展開し、
ゲームの楽しさを味わうことができる。
・全身を使って自由に踊ることを課題として、仲間
とともにダンスの楽しさを味わうことができる。

○ ○

期末考査

12月 〇体育理論

・豊かなスポーツライフの設計の仕方について理解
できる。
・豊かなスポーツライフの設計の仕方についての学
習に主体的に取り組むことができる。

○ ○

1～2月 〇領域選択④

・基本技能を高め、チームとしての作戦や戦術を工
夫したり、パートナーと連携して攻防を展開し、
ゲームの楽しさを味わうことができる。
・全身を使って自由に踊ることを課題として、仲間
とともにダンスの楽しさを味わうことができる。

○ ○

学年末考査

年間指導・評価計画　

教科・科目 なし

単位数

使用副教材 なし
対象学年・学科

科目の概要と目標
各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにするとともに、体の調子を整え、体
力の向上を図り、公正・協力・責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 主体

・体ほぐしの運動
・体力を高める運動

・競走、跳躍、投擲

・サッカー
・ソフトボール
・ソフトテニス
・ダンス

知識 思判表

・豊かなスポーツライフの設計の仕方

・ソフトボール
・バレーボール
・バドミントン
・武道

・サッカー
・バスケットボール
・ソフトテニス
・ダンス

・豊かなスポーツライフの設計の仕方

・バスケットボール
・バドミントン
・卓球
・ダンス



富山県立入善高等学校

保健体育・体育 使用教科書

２単位

３年 普通科・農業科

4月 〇体つくり運動

・体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互い
に助け合い教え合おうとすること、一人一人の違い
に応じた動きなどを大切しようとしている。
・話し合いに貢献しようとしたり、健康・安全を確
保しようとしている。

○

5月 〇陸上競技（種目内選択）
・自己の課題を設定し、その解決方法を発見し、合
理的な解決ができるような計画を立てて、記録を高
めることができる。

○ ○

中間考査

6月 〇領域選択①

・基本技能を高め、チームとしての作戦や戦術を工
夫したり、パートナーと連携して攻防を展開し、
ゲームの楽しさを味わうことができる。
・全身を使って自由に踊ることを課題として、仲間
とともにダンスの楽しさを味わうことができる。

○ ○

期末考査

7月 〇体育理論

・豊かなスポーツライフ設計の仕方について理解で
きる。
・豊かなスポーツライフの設計の仕方について、課
題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断する
ことができる。

○ ○

9・10月前半 〇領域選択②

・基本技能を高め、チームとしての作戦や戦術を工
夫したり、パートナーと連携して攻防を展開し、
ゲームの楽しさを味わうことができる。
・基本技能を高める中で得意技を身に付け、それを
用いての攻防ができるようになる。

○ ○

中間考査

10月後半～11
月

〇領域選択③

・基本技能を高め、チームとしての作戦や戦術を工
夫したり、パートナーと連携して攻防を展開し、
ゲームの楽しさを味わうことができる。
・全身を使って自由に踊ることを課題として、仲間
とともにダンスの楽しさを味わうことができる。

○ ○

期末考査

12月 〇体育理論

・豊かなスポーツライフの設計の仕方について理解
できる。
・豊かなスポーツライフの設計の仕方についての学
習に主体的に取り組むことができる。

○ ○

1～2月 〇領域選択④

・基本技能を高め、チームとしての作戦や戦術を工
夫したり、パートナーと連携して攻防を展開し、
ゲームの楽しさを味わうことができる。
・全身を使って自由に踊ることを課題として、仲間
とともにダンスの楽しさを味わうことができる。

○ ○

学年末考査

年間指導・評価計画　

教科・科目 なし

単位数

使用副教材 なし
対象学年・学科

科目の概要と目標
各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにするとともに、体の調子を整え、体
力の向上を図り、公正・協力・責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 主体

・体ほぐしの運動
・体力を高める運動

・競走、跳躍、投擲

・サッカー
・ソフトボール
・ソフトテニス
・ダンス

知識 思判表

・豊かなスポーツライフの設計の仕方

・ソフトボール
・バレーボール
・バドミントン
・武道

・サッカー
・バスケットボール
・ソフトテニス
・ダンス

・豊かなスポーツライフの設計の仕方

・バスケットボール
・バドミントン
・卓球
・ダンス



富山県立入善高等学校

教科・科目 芸術・音楽Ⅰ 使用教科書

単位数 ２単位

対象学年・学科
１年　普通科・１～３組
　　　農業科・４組

科目の概要と目標

正しい発声を身に付けて、豊かな響き
で歌おう

・歌うときの姿勢、呼吸の仕方、声の響かせ方に注意して
歌唱することができる
・歌詞の内容を捉え、曲想との関わりを理解できる
・曲のもつ雰囲気や味わいを理解して歌唱することができ
る
・旋律の特徴や言葉の抑揚を理解して、イメージに合った
表現を工夫することができる

○ ○

音色を工夫したり、リズムパターンを
変化させたりしてリズム合奏を楽しも
う

・提示されたリズムパターンを表現することができる
・手拍子やボディーパーカッション、唱歌、打楽器などを
組み合わせて、リズムパターンを生き生きと演奏すること
ができる
・反復、変化、対照などの手法を活用して、リズムパター
ンを変化させて演奏することができる

○ ○

これは音楽だといえるだろうか？
音楽って何だろう？

・身の回りの音、音楽や多様な音楽について、先入観なく
その音楽の特質を聴取できる
・自分や社会にとっての音楽の意味や価値について考え、
多様な音楽のよさや美しさを自ら味わって聴くことができ
る
・さまざまな音や音楽を通して、音楽について再考する鑑
賞の学習活動に主体的・協働的に取り組むことができる

○ ○

世界のさまざまな音楽について学ぼう

・音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わり
について理解を深める
・音楽の諸要素を知覚し、それらの働きを感受しながら、
知覚したことと感受したこととの関わりについて考えると
ともに、音楽のよさや美しさを深く味わって聴く
・調べ学習を通して、地域の風土や生活、文化や伝統と、
それらが育んだ音楽との関わりを理解することに関心をも
ち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組むことがで
きる

○ ○ ○

日本語の響きや歌詞の内容、曲の背景
を理解して、ふさわしい歌声で表現し
よう

・鼻濁音やs音、t音などの子音に注意し、日本語の美しい
発音に留意して歌うことができる
・歌詞の内容を理解し、作曲者の表現指示をもとに、ふさ
わしい表現を工夫することができる

○ ○

三味線の奏法を知り、音色を味わいな
がら弾き歌いを楽しもう

・三味線の構造や奏法を理解できる
・《かごめかごめ》の唱歌を唄い、旋律の動きを理解でき
る
・余韻の変化や間を理解して知覚したことと感受したこと
との関わりについて考えたり、弾き歌いしたりすることが
できる

○ ○

イタリア語の発音の特徴を捉え、曲の
雰囲気を楽しみながら歌おう

・イタリア語の発音の特徴を理解できる
・イタリア語のアクセントやリズムや旋律との関わりを理
解し、ふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などの
技能を身に付けている
・歌詞の内容を理解し、自己のイメージをもって表現を工
夫して歌唱で表現することができる

○ ○

ギターの様々な奏法を学び、曲の雰囲
気に合った表現を工夫しよう

・ギターのG、C、D7のコードのポジションを覚えている
・様々な奏法を学び、ベースラインとメロディーを弾くこ
とができる
・弾き語りで個性豊かな表現を創意工夫している
・楽しみながら、ギターアンサンブルや弾き語りの表現に
主体的に取り組むことができる

○ ○

歌舞伎《京鹿子娘道成寺》を鑑賞した
り、長唱を唄ったりして、歌舞伎音楽
の特徴を感じ取ろう

・歌舞伎《京鹿子娘道成寺》のあらすじを理解できる
・長唄の特徴を知り、模倣しながら唄うことができる
・長唄三味線の演奏を聴いて三味線の特徴や合方の役割に
ついて理解し、歌舞伎音楽のよさや美しさを味わうことが
できる

○ ○

物語と音楽との関わりを理解し、《魔
法使いの弟子》で作曲者が工夫したこ
とを探求しよう

・『魔法使いの弟子』の情景を思い浮かべながら曲を鑑賞
することができる
・水、ほうき、弟子、呪文の旋律をそれぞれ知覚し、それ
らの相互関係によって音楽の構造がつくられていることを
理解できる
・登場する人や物、物語のシーンがどのように音楽で表現
されているかについて主体的・協働的に話し合うことがで
きる

○ ○ ○

ベートーヴェンの交響曲第９番第４楽
章を聴いて、この曲に込められた作曲
者の思いを話し合おう

・曲の構成や歌詞の内容を理解できる
・オーケストラ、独唱、四重唱、合唱を伴った壮大な音楽
の世界を味わうことができる
・自分や社会にとっての音楽の意味や価値について考え、
音楽のよさや美しさを自ら味わって聴いている

○ ○ ○

オノマトペを素材にミニマル・ミュー
ジックをつくろう

・《Inどっどど》の演奏方法をよく読んで理解する
・テーマを決めて構成を考えながらイメージに合うオノマ
トペをワークシートに記入し、リズムや音高を考える
・創作表現の学習活動に主体的・協働的に取り組み、完成
した作品をグループごとに発表することができる

○ ○ ○

歌詞に込められた主張を受け止めて歌
おう

・ポピュラー音楽のジャンルを理解できる
・英語歌詞の内容についてその背景を含めて理解できる
・歌詞の内容にふさわしい表現を考えて演奏することがで
きる
・芸術活動を支える著作権について理解できる

○ ○

《六段の調》の唱歌をよく聴いて覚
え、箏の演奏に生かそう

・縦譜の読み方や箏の構造、奏法を理解できる
・《六段の調》の唱歌を唄い、旋律の動きを理解できる
・余韻の変化や間を理解し、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考え、どのように《六段の調》を演奏
するかについて創意工夫している

○

各パートの役割を理解して、アンサン
ブル演奏を楽しもう

・キーボードの弾き方やギターのタブ譜の読み方を理解で
きる
・主体的に練習に取り組み、アンサンブル活動を楽しむこ
とができる
・各パートをよく聴き合い、音量バランスを考えながらア
ンサンブル演奏をすることができる

○ ○

１学期

縦譜の読み方や箏の構造、奏法を学び、《六段の
調》の唱歌を歌うことで旋律の動きや余韻の変化、
間などを理解し、箏の特徴を生かして演奏する

イタリア語の発音の特徴を捉え、リズムや旋律との
関わりを理解し、歌詞の内容と曲の雰囲気に合った
表現を工夫して歌う

《Happy Birthday》で用いられているコードをギ
ターで弾き、ギターアンサンブルや弾き語りで、個
性豊かな器楽表現を創意工夫する

作品に影響を与えたゲーテの詩『魔法使いの弟子』
を読み、情景を思い浮かべながら曲を鑑賞し、登場
する人や物、物語のシーンがどのように音楽で表現
されているかについて考察する

ベートーヴェンの交響曲第９番第４楽章の曲の構成
やシラーによる歌詞の内容を理解して、音楽に込め
られた作曲者の思いについて話し合い、考えを深め
る

変奏や編曲について理解するとともに、《Inどっど
ど》を参考に同じ演奏方法によるミニマル・ミュー
ジックを作って演奏する

ポピュラー音楽のジャンルや歌詞に込められたアー
ティストの主張を理解して、歌い方や表現を工夫す
るとともに、芸術活動を支える著作権についての理
解を深める

３学期

２学期

各パートの役割やリズム、旋律の特徴を理解して、
表現上の効果を生かしてアンサンブル演奏を楽しむ

杵屋弥三郎が作曲した《京鹿子娘道成寺》の長唄を
唄ったり、三味線を聴いたりすることで歌舞伎に親
しむとともに、歌舞伎音楽のよさや美しさを深く味
わう

手拍子やボディーパーカッション、唱歌、打楽器な
どを用いて、音色を工夫したりリズムパターンを即
興で変化させたりしてリズム合奏の表現を創意工夫
して演奏する

身の回りのさまざまな音を聴いて「音楽とは何か」
を考え、ジョン・ケージの《４分33秒》などを例に
さまざまな音楽のあり方に気付く

日本語を美しく歌うため、鼻濁音やs音、t音などの
子音に注意して歌唱する。また、歌詞の内容や曲の
背景を理解して、情景を思い描いて詩情に合った歌
唱表現を工夫する

年間指導・評価計画　

高校生の音楽1（教育芸術社）

使用副教材

三味線の構造や奏法を学び、三味線の唱歌を歌った
り実際に演奏したりしながら三味線の特徴を生かし
て演奏する

音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と幅広く関わる資質・能力を育成することを目指す。

思判表 主体

歌うときの基本的な姿勢や呼吸、発声を身に付け、
自己のイメージをもって歌詞の内容を理解し、曲に
ふさわしい発声で表現を工夫して歌う

世界の音楽の中からアジア地域の諸外国の音楽につ
いて、地域の風土や生活、文化や伝統などと地理
的・社会的背景を通して理解することにより、音楽
的視野を広げる

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識



富山県立入善高等学校

使用教科書

２単位

１年 普通科・１～3組
１年 農業科・4組

4月
美術Ⅰ
オリエンテーション

・美術Ⅰの意義や学習内容について知り、展望を持つ。
・発想を広げる活動に主体的に取り組んでいる。

○ ○ ○

5月 教科書作品模写

・自分の好きな教科書作品を選び、その構図や配色を正
　確に模写することで家の作品世界への理解を深める。
・摸写を通して発見した作品のよさや美しさ、作者の心
　情や意図、工夫を言葉にし的確に伝えようとしてい
　る。

○ ○ ○

6月前半
日本人現代アート作家鑑賞①
村上隆

・日本人現代アート作家の鑑賞活動を通して、現代社会
　とアートの多様な展開や関わりを知り、その発想や表
　現性の面白さへの関心を高めている。 ○ ○

中間考査

期末考査

9月前半
エッチング（銅板画）
削り・印刷作業

・意図に応じて銅板やニードル等の用具の特性を生かす
　とともに、形や、構図などの表現を工夫し、主題を追
　求して創造的に表している。
・自己を見つめ感じ取ったことや考えたことなどをもと
　にした表現の創造活動に主体的に取り組んでいる。

○ ○ ○

9月下旬
日本人現代アート作家鑑賞②
田中達也

・日本人現代アート作家の鑑賞活動を通して、現代社会
　とアートの多様な展開や関わりを知り、その発想や表
　現性の面白さへの関心を高めている。

○ ○

みたての世界を味わおう

・カメラの特性を学び、撮影を通じて、カメラの構造や
　写真の原理（シャッタースピードやカメラの動かし方
　による効果など）を体験的に理解を深めている。
・カメラの特性を把握し、主題に合わせて主体的に撮影
　に取り組むことで、独自の写真・映像作品を作り上げ
　ている。

中間考査

11月前半 色彩について

・視覚の原理、色彩心理、錯視など普段何気なく行って
　いる「見る」ことの特性や生活への影響を知る。
・色彩・配色の効果と身の回りのデザインとの関係につ
　いて理解を深めている。
・色彩演習に主体的に取り組み、色作りの知識と技術を
　高めている。

○ ○

11月後半
オリジナル
ブックカバーデザイン

・話の内容や雰囲気から主題を生成し、構図や配色の効
　果やブックカバーの表･裏表紙の関係性などを工夫
　し、印象に残るデザイン表現の構想を練っている。

○ ○ ○

期末考査

12月
1月前半

1月後半
日本人現代アート作家鑑賞③
森山泰昌

・日本人現代アート作家の鑑賞活動を通して、現代社会
　とアートの多様な展開や関わりを知り、その発想や表
　現性の面白さへの関心を高めている。 ○ ○

学年末考査

3月
自己を表す（油彩）
着彩

・主体的に自己を表した絵画の造形的な良さや美しさを感
　じ取り、作者の意図や作品に込められた思いなどについ
　て考える鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。 ○ ○ ○

・形や色、画材などを工夫し、油彩の用具の特性
　を生かして製作する。
・完成作品を鑑賞し合い、意図や工夫を感じ取
　り話し合う。

・森村泰昌の経歴と作品紹介
・森村泰昌関連動画の視聴
・森村泰昌についての自分の考えをまとめる。

・油彩画で自己を表すことに関心を持ち、自分を
　見つめ感じ取ったことから主題を生成する。
　ブレインストーミング
・主題をもとに、表現方法や用具の使い方などの
　構想を練る。
　アイデアスケッチ3つ以上

・美術Ⅰの意義について考える。
・1年間の題材案紹介
・美術の体操（4コマ漫画作成・鑑賞）

・村上隆の経歴と作品紹介
・村上隆関連動画の視聴
・村上隆についての自分の考えをまとめる。

1月後半
２月

・教科書作品鑑賞・マイベスト５決定
・教科書作品模写
・模写作品を鑑賞し合い、作者の意図や心情に
　ついて考える。

・｢見る｣ことについて
・色の3原色について
・加法混色･減法混色について
・錯視･色彩心理について
・配色について
[演習]
　①12色相環　②明度･彩度対比
・デザインとは何か
・好きな小説の内容や雰囲気をもとに構図
　や配色・画材などの構想を練る。
　ブレインストーミング
　アイデアスケッチ3つ以上

6月後半
7月

エッチング（銅版画）
中庭の植物と夢・空想・不思議の世界

・夢・不思議・空想の世界を描いた画家たち（北
　方ルネサンスルやシュールレアリスム、水木し
　げる他）の鑑賞
・エッチングの特徴、線と点の表現について知
　る。
・学校中庭の植物スケッチ
・アイデアスケッチ制作（図書室）
　様々なブレインストーミング
　アイデア３つ以上
・アイデアスケッチ鑑賞（ＫＪ法）
　意図や工夫を感じ取り、自分のアイデアスケッ
　チを見直す。

・線・点の表現を工夫して銅板をニードルで彫
　る。
・完成作品を鑑賞し合い、意図や工夫を感じ取り
　話し合う。

10月

科目の概要と目標
　美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を重ね、生活や社会の中の美術や美術文化と幅広
く関わる資質・能力を育成することを目指す。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

年間指導・評価計画　

教科・科目

単位数

使用副教材

対象学年・学科

○

○ ○ ○

オリジナル
ブックカバーデザイン

・アイデアスケッチをもとに、画材や表現方法を
　工夫して制作する。
・完成作品を鑑賞し合い、デザインの意図や工夫
  を感じ取り、話し合う。

・形や配色、画材などが感情にもたらす効果や、造形的
　な特徴などをもとに、ブックカバーデザインを、話の
　内容や雰囲気で捉えることを理解している。
･ 意図に応じて画料や用具の特性を生かすとともに、表
　現方法などを工夫し、目的や計画をもとに創造的に表
　している。

自己を表す（油彩）
下描き・着彩

・自己を見つめ、感じ取ったことや考えたことから主題
　を生成し、単純化や省略、強調、材料の質感を生かし
　た創造的な表現の構想を練っている。
・意図に応じて油彩の画材や用具・技法を選択し、その
　特性を生かすとともに、表現の形態や方法を工夫し、
　主題を追求して創造的に表している。

○ ○

○

○ ○ ○

・田中達也の経歴と作品紹介
・田中達也関連動画の視聴
・田中達也についての自分の考えをまとめる。

・様々な写真作品の鑑賞
・撮影にどの模型や身の回りのものを使用するか
　吟味する。
・カメラの特性を踏まえ主題を生成する。
・主題をもとに構図や光、カメラの動かし方など
　の構想を練り、撮影する。
・使用する模型を変えて、合計３回撮影を行う。
・構図や光などの構想を練り、撮影する。
・完成作品を鑑賞し合う。

○

・北方ルネサンスやシュルレアリスム等の作品鑑賞を通
　して、夢や空想といったテーマの身近さと意義につい
　て理解を深める。
・学校中庭の植物を手がかりに、自分の夢や空想の世界
　を組み合わせて主題を生成し、独創的な表現の構想を
　練っている。
・エッチングの特性を生かした線・点の表現を工夫し、
　主体的にアイデアスケッチに取り組んでいる。
・友達の意図や工夫を感じ取り、自分のアイデアスケッ
　チを見直している。

○

芸術・美術Ⅰ 美術１（光村図書）
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芸術・書道Ⅰ 使用教科書

２単位

１年普通科・１～３組
１年農業科・４組

４月 書へのいざない
・書写と書道の違いや目指すところを理解する。
・用具の使用方法、手入れの方法を知り実践でき
　る。

○ ○ ○

５月 漢字の書「楷書の古典を学ぶ」

・筆記具の持ち方、姿勢を身につける。
・書の歴史・伝統、特に書体の変遷を理解し、古典
　を学ぶ意義を理解する。 ○ ○ ○

・筆の弾力、毛のねじれ、毛先の開閉などの特性を
　生かし、意図に応じた表現を工夫し、表現できる
　ようになる。 ○ ○ ○

６月
・古典の鑑賞を通じてそれぞれが持つ美の要素、
　書風などの特徴が感じ取れるようになる。

○ ○ ○

７月 ○ ○ ○

９月

漢字の書「行書の古典を学ぶ」 ・行書の特徴を理解し、筆で表現できる。

１０月
・古典の鑑賞を通じてそれぞれが持つ美の要素、
　書風などの特徴が感じ取れるようになる。

○ ○ ○

○ ○ ○

１１月 漢字の書「創作」

・感情を書で表現するための構想を立て、墨の濃淡
　や潤渇、筆づかいを意図に応じて工夫できる。

○ ○

仮名の書

・漢字の線との違いを理解し、書けるようになる。

○ ○ ○

１２月
　単体
　歴史

・字源を知り、字形やリズムを習得する。
・歴史を理解し、日本文化に果たした役割を考える
こ
　とができる。

○ ○ ○

１月
　連面
　臨書
　ちらし書き

・平安中期の古典の美を感じ取り、筆で再現できる
よ
　うになる。
・意図に応じ構成し工夫できる。

○ ○ ○

２月 漢字仮名まじりの書
・漢字・仮名の特徴を理解した上で、調和させる
　方法を考え、表現できるようになる。

３月

・表現の意図を持ち、筆づかいなどが工夫できる
　ようになる。

・意図に応じた表現が工夫できる。 ○ ○ ○

年間指導・評価計画　

教科・科目 書Ⅰ（教育図書）

単位数

使用副教材

対象学年・学科

⑦「偶寺心経」

科目の概要と目標

・書の表現の方法・形式・多様性を理解し、書写能力の向上を図り、伝統に基づいた表現の技能を身につける。
・伝統・文化を通して書の美を感受し、価値を考え、意図に基づいた表現が工夫できる。
・主体的な活動を通して、生涯にわたり書を愛好し、心豊かな生活・社会を創造する態度を養う。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

・文房四宝に対する理解

・楷書の特徴を理解し、鑑賞や臨書通して各
　古典の美を感じ、表現できるようになる。

③「孔子廟堂碑」
④「九成宮禮泉銘」
⑤「雁塔聖教序」

①「造像記」

②「鄭羲下碑」

⑥「顔氏家廟碑」

・漢字と仮名を調和させる方法を考える。
　「本の題字」
　「校歌」

　「自由律俳句」

・自撰の言葉で作品制作

・連綿の法則を知り、習得する。
・高野切」

・三色紙を鑑賞し、ちらし書きの創作

・行書の特徴を理解し、鑑賞や臨書通して各
　古典の美を感じ、表現できるようになる。
①「集王聖教序」

②「蘭亭序」

③「争座位稿」

④「風信帖」

①漢字一字による創作と鑑賞

②漢字二字による創作

・仮名の線、筆づかいの特徴を学ぶ

・平安時代のいろは歌を学ぶ
・片仮名、変体仮名、平仮名の歴史

○ ○ ○

○ ○ ○
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外国語・英語コミュニケー
ションⅠ

使用教科書

３単位

１年・農業科

４月 Lesson 1

a. 動詞の過去形の用法を理解している。
b. 過去形を用いて，正しい英文を書いて伝える技能を身
につけている。
c. 思い出に残る経験についての発表とその後のやりとり
を聞き，その内容を理解する技能を身につけている。

○ ○ ○

５月 Lesson 2

a. 進行形の用法を理解している。
b. 進行形を用いて，正しい英文を書いて伝える技能を身
につけている。
c. 自分の趣味についての発表とその後のやりとりを聞
き，その内容を理解する技能を身につけている。

○ ○ ○

中間考査

５月 Lesson 2 〃 ○ ○ ○

６月 Lesson 3

a. 助動詞の用法を理解している。
b. 助動詞を用いて，正しい英文を書いて伝える技能を身
につけている。
c. 日本文化を紹介する記事と読後のやりとりを聞き，そ
の内容を理解する技能を身につけている。

○ ○ ○

期末考査

７月 Lesson 4

a. to-不定詞の用法を理解している。
b. to-不定詞を用いて，正しい英文を書いて伝える技能
を身につけている。
c. ピクトグラムに関するクイズと回答のやりとりを聞
き，その内容を理解する技能を身につけている。

○ ○ ○

９月 〃 〃 ○ ○ ○

Lesson 5

a. 動名詞の用法を理解している。
b. 動名詞を用いて，正しい英文を書いて伝える技能を身
につけている。
c. 卒業生への職業インタビューを聞き，その内容を理解
する技能を身につけている。

○ ○ ○

１０月 Lesson 6

a. that節の用法を理解している。
b. that節を用いて，正しい英文を書いて伝える技能を身
につけている。
c. お気に入りの店についての発表とその後のやりとりを
聞き，その内容を理解する技能を身につけている。

○ ○ ○

中間考査

１０月 Lesson 6 〃 ○ ○ ○

１１月 Lesson 7

a. 現在完了形の用法を理解している。
b. 現在完了形を用いて，正しい英文を書いて伝える技能
を身につけている。
c. 学校紹介とその後のやりとりを聞き，その内容を理解
する技能を身につけている。

○ ○ ○

期末考査

１２月 Lesson 8

a. 受け身の用法を理解している。
b. 受け身を用いて，正しい英文を書いて伝える技能を身
につけている。
c. 新しいテクノロジーを用いた製品についての発表とそ
の後のやりとりを聞き，その内容を理解する技能を身に
つけている。

○ ○ ○

１月 Lesson 9

a. 比較表現の用法を理解している。
b. 比較表現を用いて，正しい英文を書いて伝える技能を
身につけている。
c. 衣料廃棄の問題についての発表とその後のやりとりを
聞き，その内容を理解する技能を身につけている。

○ ○ ○

２月 Lesson 10

a. 関係代名詞の用法を理解している。
b. 関係代名詞を用いて，正しい英文を書いて伝える技能
を身につけている。
c. 地域のためにできることについての発表とその後のや
りとりを聞き，その内容を理解する技能を身につけてい
る。

○ ○ ○

学年末考査

３月 Reading
a. 本文内容から命の尊厳について簡単な英語を用いてや
り取りができる。

○ ○ ○

・ウィリアムが風車を完成させるまでの経緯や，
その後彼に起こったことについて書かれた文章を
読み取る。
・地域のために自分なら何ができるかについて，
英語で書く／発表する。

・ファシリティドッグと子供たちの関わりについ
て書かれた文章を読み取る。

・衣料廃棄の問題やその原因，廃棄を減らすため
の取り組みについて書かれた文章を読み取る。
・衣料廃棄を減らす取り組みについて，英語で書
く／発表する。

・ピクトグラムについて書かれた文章を読み取
る。
・身の回りにあるピクトグラムについて，英語で
書く／発表する。

〃

・ファシリティドッグやハンドラーの仕事につい
て書かれた文章を読み取る。
・興味のある職業について，英語で書く／発表す
る。

・コンビニエンスストアの成功のかぎについて書
かれた文章を読み取る。
・自分の好きな店やよく行く店について，英語で
書く／発表する。

〃

・養蜂部の活動について書かれた日記を読み取
る。
・自分たちの学校について，英語で書く／発表す
る。

・スマート農業の具体例や利点について書かれた
文章を読み取る。
・生活を快適にするテクノロジーについて，英語
で書く／発表する。

・ジョーンズ先生の新幹線の旅の経験について書
かれた文章を読み取る。
・思い出に残っている経験について，英語で書く
／発表する。

・田中さんの作品紹介と作品作りに対する姿勢に
ついて書かれた文章を読み取る。
・自分の好きなことについて，英語で書く／発表
する。

〃

・おにぎりの海外での人気について書かれた文章
を読み取る。
・日本の文化について，英語で書く／発表する。

科目の概要と目標

本科目は、聞く・話す・読む・書くの4技能をバランスよく養うことを目的とする。身近な話題から現代社会の諸課題まで幅広く触れることで、英語の基
礎的な知識を習得し、日常的な場面でのコミュニケーション能力を向上させる。特に食・環境・生命などのテーマに関心を持ち、自身の考えを簡単な英語
で発信する態度の育成を目指す。また、ペアワークやグループ活動を通じて、他者の意見を尊重しながら協働的に課題を解決する力を養う。異文化理解を
深めることで、将来の農業や関連産業において国際的な視野を持って活躍できる基礎的な素養を身に付ける。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

年間指導・評価計画　

教科・科目 Revised COMET English Communication Ⅰ

単位数

使用副教材 ・ベーシックノート　Ⅰ
対象学年・学科
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家庭・
家庭総合

使用教科書

2

2年　農業科

4月

第1章
生涯を見通す
1人生を展望する
2目標を持って生きる

・生涯を見通した自己の生活について主体的に考え，ライ
フスタイルと将来の家庭生活及び職業生活について問題を
見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・
改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現する
などして課題を解決する力を身に付けている。

○ ○ ○

5月
第６章
食生活をつくる
1食生活の課題について考える

・食品の調理上の性質について問題を見いだして課題を設
定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したこ
とを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決
する力を身に付けている。

○ ○ ○

中間考査 ○ ○ ○

5月
2 食事と栄養・食品
3 食生活の選択と安全
4 生涯の健康を見通した食事計画

・食の安全について問題を見いだして課題を設定し，解決
策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に
基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身
に付けている。

○ ○ ○

6月 5 調理の基礎

・食文化の継承を考慮した献立作成や調理計画について問
題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現
するなどして課題を解決する力を身に付けている。

○ ○

7月 6食生活の文化と知恵

・食文化の継承を考慮した献立作成や調理計画について問
題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現
するなどして課題を解決する力を身に付けている。

○ ○

期末考査 ○ ○ ○

7月 7これからの食生活

・健康や環境に配慮した食生活について問題を見いだして
課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考
察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課
題を解決する力を身に付けている。

○ ○

9月

第3章
子どもと共に育つ
1命を育む
2子どもの育つ力を知る

・子供の健やかな発達のために親や家族及び地域や社会の
果たす役割の重要性について問題を見いだして課題を設定
し，解決策を構想し，考察したことを根拠に基づいて論理
的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けてい
る。

○ ○

10月
3子どもと関わる
4子どもとの触れ合いから学ぶ
5これからの保育環境

・子供の健やかな発達のために地域や社会の果たす役割の
重要性について問題を見いだして課題を設定し，解決策を
構想し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現する
などして課題を解決する力を身に付けている。

○ ○ ○

中間考査 ○ ○ ○

10月

第5章
共に生き，共に支える
1私たちの生活と福祉
2社会保障の考え方
3共に生きる

・家庭や地域及び社会の一員としての自覚をもって共に支
え合って生活することの重要性について問題を見いだして
課題を設定し，解決策を構想し，考察したことを根拠に基
づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に
付けている。

○ ○ ○

11月

第８章
住生活をつくる
1住生活の変遷と住居の機能
2安全で快適な住生活の計画

・住居の機能性や快適性について問題を見いだして課題を
設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察した
ことを根拠に基づいて論理に表現するなどして課題を解決
する力を身に付けている。
・住居と地域社会との関わりについて問題を見いだして課
題を設定し，解決策を構想し，考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付
けている。

○ ○

期末考査 ○ ○ ○

12月 3住生活の文化と知恵

・持続可能な社会を目指して主体的に行動できるよう，安
全で安心な生活と消費について問題を見いだして課題を設
定し，解決策を構想し，考察したことを根拠に基づいて論
理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けてい
る。

○ ○

1月 4これからの住生活

・持続可能な社会を目指して主体的に行動できるよう，安
全で安心な生活と消費について問題を見いだして課題を設
定し，解決策を構想し，考察したことを根拠に基づいて論
理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けてい
る。

○ ○

2月

第７章
衣生活をつくる
1被服の役割を考える
2被服を入手する
3被服を管理する

・被服の機能性や快適性について問題を見いだして課題を
設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察した
ことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解
決する力を身に付けている。 ○ ○

学年末考査 ○ ○ ○

3月
4衣生活の文化と知恵
5これからの衣生活

・被服の機能性や快適性について問題を見いだして課題を
設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察した
ことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解
決する力を身に付けている。

○ ○ ○

・私たちが被服を着用するに至った社会的・文化的
背景と被服の多様な機能や特徴について理解する。
・健康・快適・安全な生活を送るために被服に施さ
れている工夫について理解する。

・日本の衣生活の変遷や日本の衣文化に込められる
知恵や技術について知り，日本の民族衣装としての
和服や世界の民族衣装について理解する。

・持続可能な住居や，自助・互助・共助・公助に基
づく地域コミュニティづくり，まちづくりの担い手
になるために，環境に配慮した住生活について理解
する。

・自分や家族の食生活を持続可能にすることができ
るようになるために，安全・環境・健康など食生活
に関わる情報を適切に判断し，広い視野で食生活に
ついて考える。

・社会の一員として次世代を育む責任を持つため
に，性と生殖に関する健康について理解する。
・子どもの発達に応じて適切に関われるようになる
ために，子どもが生まれつき持っている能力や心身
の発達について理解する。

・子どもが健康・快適・安全に育つ環境を整えられ
るようになるために，子どもの生活習慣や衣食住に
ついて理解する。
・子どもとの触れ合いや，親や保育者と子どもの関
わり方の観察など，さまざまな体験をする。

・誰もが生涯を通して自分の力を生かし，必要に応
じて援助を得ながら安心して暮らせる社会に向け
て，家族・家庭生活を支える福祉について理解す
る。
・共に支え合う社会の実現に向けて，国・地方公共
団体の制度などの支援体制，支え合いの構造につい
て理解する。

・将来に向けて自立するために，私たちの毎日の生
活を支え生活拠点ともなる住居の機能やライフス
テージごとの住要求を理解する。
・防災，日照，換気などに関する環境性能について
理解を深め，快適かつ健康，安全な生活を行う場と
なる住居の条件を理解する。

・日本の住文化の継承・創造に寄与するために，気
候や風土の違い，時代の変化によって異なる世界や
日本のさまざまな住文化について理解する。

・郷土食や行事食などのよいところを継承・創造す
るために，日本の食文化の特徴を確認する。

科目の概要と目標

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。
(1)人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，生活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。
(2)家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して課題
を解決する力を養う。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

・自立した生活を営むために，生涯発達の視点から
ライフステージの特徴と課題を理解する。
・生活課題に対して意思決定を行う重要性を理解
し，歩みたい人生の目標を描く。

・よりよい食習慣を身につけ，生涯を健康に過ごす
ために，食生活の課題や食事の意義，食生活を取り
巻く環境の変化などを理解する。

・安全で衛生的な食生活を営むために食品の選び
方，保存や加工の方法，食中毒や食物アレルギー，
安全を確保するための仕組みに関する知識を身につ
ける。

・食生活の自立に必要な調理の知識と技術を身につ
けるために，調理や加工によりおいしさが変化する
ことを科学的に捉える。

年間指導・評価計画　

教科・科目 家庭総合　自立・共生・創造（東京書籍　家総701）

単位数

使用副教材 とやまの高校生ライフプランガイド（富山県教育委員会）
対象学年・学科
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1年 農業科・５組

４月

第1章　私たちの生活と農業の情報化
　1 情報社会における私たちの生活
　2 情報とメディア
　3 情報社会とモラル
　4 農業を支える情報
第2章　社会を支えるコンピュータ
　1 コンピュータのしくみ
　2 データや情報の表現
　3 情報通信ネットワーク
　4 インターネットのしくみ
　5 情報セキュリティ

○作物は一般に年間１回の栽培となるので，適期を逃さず
に栽培できるよう授業の組み立てを工夫する。
●第３章以下で扱う各作物の栽培管理を始め，栽培や観
察，実験などを展開する。
●イネの種まき・育苗
〇プロジェクト学習の意義や進め方について振り返る。
〇作物を学ぶ目的を理解する。
〇これまでの体験や実践事例をもとに，農業科に属する他
の科目と関連付けながら科学的かつ創造的に問題解決にと
り組む。

○ ○ ○

中間考査

５．６月 第１、２章継続

○作物は一般に年間１回の栽培となるので，適期を逃さず
に栽培できるよう授業の組み立てを工夫する。
●第３章以下で扱う各作物の栽培管理を始め，栽培や観
察，実験などを展開する。
●イネの種まき・育苗
〇プロジェクト学習の意義や進め方について振り返る。
〇作物を学ぶ目的を理解する。
〇これまでの体験や実践事例をもとに，農業科に属する他
の科目と関連付けながら科学的かつ創造的に問題解決にと
り組む。

○ ○ ○

期末考査

７月、９月、１０月

第3章　コミュニケーションと情報デザイン

　1 情報表現のためのソフトウェア
　2 文書の作成と表現
　3 データの集計と視覚化
　4 データベースシステムとオープンデータ
　5 画像・図形処理ソフトウェアの利用
　6 プレゼンテーション
　7 情報発信
　8 問題解決の方法

・情報を活用するソフトウェアについて理解する。
・文章作成ソフトウェアを利用して文書を作成できる。
・表計算ソフトウェアを利用してデータの処理とグラフ作
成等の視覚化ができる。
・画像図形処理・動画編集等のソフトウェアを利用して基
本的な画像処理・動画編集を行うことができる。
・基本的なHTMLのタグを理解し，簡単なWebページを作成
することができる。
・問題解決と情報利用の方法，アイデアなどを引き出す思
考技術について理解する。

〇 〇 ○

中間考査

１１月、１２月 第３章継続

・情報を活用するソフトウェアについて理解する。
・文章作成ソフトウェアを利用して文書を作成できる。
・表計算ソフトウェアを利用してデータの処理とグラフ作
成等の視覚化ができる。
・画像図形処理・動画編集等のソフトウェアを利用して基
本的な画像処理・動画編集を行うことができる。
・基本的なHTMLのタグを理解し，簡単なWebページを作成
することができる。
・問題解決と情報利用の方法，アイデアなどを引き出す思

○ ○ ○

期末考査

１月、２月 第３章継続

・情報を活用するソフトウェアについて理解する。
・文章作成ソフトウェアを利用して文書を作成できる。
・表計算ソフトウェアを利用してデータの処理とグラフ作
成等の視覚化ができる。
・画像図形処理・動画編集等のソフトウェアを利用して基
本的な画像処理・動画編集を行うことができる。
・基本的なHTMLのタグを理解し，簡単なWebページを作成
することができる。
・問題解決と情報利用の方法，アイデアなどを引き出す思
考技術について理解する。

○ ○ ○

学年末考査

３月 第３章継続

・情報を活用するソフトウェアについて理解する。
・文章作成ソフトウェアを利用して文書を作成できる。
・表計算ソフトウェアを利用してデータの処理とグラフ作
成等の視覚化ができる。
・画像図形処理・動画編集等のソフトウェアを利用して基
本的な画像処理・動画編集を行うことができる。
・基本的なHTMLのタグを理解し，簡単なWebページを作成
することができる。
・問題解決と情報利用の方法，アイデアなどを引き出す思
考技術について理解する。

○ ○ ○

・さまざまなアプリケーションソフトウェアの演習
を通して，実際の情報処理の過程を理解するととも
に，自分で活用できるように基本的な技術を身に付
ける。また，問題解決の過程やアイディアや気づき
を引き出す思考技術を理解する。

・さまざまなアプリケーションソフトウェアの演習
を通して，実際の情報処理の過程を理解するととも
に，自分で活用できるように基本的な技術を身に付
ける。また，問題解決の過程やアイディアや気づき
を引き出す思考技術を理解する。

・さまざまなアプリケーションソフトウェアの演習
を通して，実際の情報処理の過程を理解するととも
に，自分で活用できるように基本的な技術を身に付
ける。また，問題解決の過程やアイディアや気づき
を引き出す思考技術を理解する。

科目の概要と目標

農業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，農業に関する情報を主体的に活用するために必要な資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。
⑴　農業に関する情報について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
⑵　農業情報の活用に関する課題を発見し，農業や農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造的に解決する力を養う。
⑶　農業に関する情報について主体的に調査・分析・活用ができるよう自ら学び，農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

○作物が自分たちの食生活と密接に関わっているこ
とを理解させる。
○作物のおい立ちと品種改良の重要性を理解させ
る。
○作物の食品的価値と我が国の利用方法について理
解させる。
○安全な作物生産のため，トレーサビリティや農業
生産工程管理，ポジティブリスト制度などさまざま
なとり組みがなされていることを理解させる。
〇世界と我が国の作物生産の現状，輸出入と食料需
給の動向について理解させる。
〇｢農業と環境｣で習得したプロジェクト学習の意義
や進め方について理解させる。
〇作物を学ぶ目的を理解させる。
〇これまでの体験などを全体で共有し，実践例をも
とに，　品質向上から経営発展，ひいては社会貢献
へと主体的にとり組むようにする。

○作物が自分たちの食生活と密接に関わっているこ
とを理解させる。
○作物のおい立ちと品種改良の重要性を理解させ
る。
○作物の食品的価値と我が国の利用方法について理
解させる。
○安全な作物生産のため，トレーサビリティや農業
生産工程管理，ポジティブリスト制度などさまざま
なとり組みがなされていることを理解させる。
〇世界と我が国の作物生産の現状，輸出入と食料需
給の動向について理解させる。
〇｢農業と環境｣で習得したプロジェクト学習の意義
や進め方について理解させる。
〇作物を学ぶ目的を理解させる。
〇これまでの体験などを全体で共有し，実践例をも
とに，　品質向上から経営発展，ひいては社会貢献
へと主体的にとり組むようにする。

・さまざまなアプリケーションソフトウェアの演習
を通して，実際の情報処理の過程を理解するととも
に，自分で活用できるように基本的な技術を身に付
ける。また，問題解決の過程やアイディアや気づき
を引き出す思考技術を理解する。

年間指導・評価計画　

教科・科目 農業702 「農業と情報」  実教出版

単位数

使用副教材

対象学年・学科
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３年 農業科　選択者

中間考査

第3章　継続

期末考査

第3章　継続

中間考査
第6章　農業学習と情報活用

　1 農業学習とプロジェクト学習

　2 プロジェクト発表と情報発信

　3 データの視覚化と分析

・農業学習の特徴とプロジェクトの四段階について理解す
る。
・プロジェクトをまとめ，情報通信ネットワークを活用し
て情報発信する。
・データの特徴を理解し，収集したデータを統計処理する
ことができる。

〇

〇

〇

期末考査

第６章　継続

〇

第3章　コミュニケーションと情報デザイン

　1 情報表現のためのソフトウェア

　2 文書の作成と表現

　3 データの集計と視覚化

　4 データベースシステムとオープンデー
タ

　5 画像・図形処理ソフトウェアの利用

　6 プレゼンテーション

　7 情報発信

　8 問題解決の方法

・さまざまなアプリケーションソフトウェアの演習
を通して，実際の情報処理の過程を理解するととも
に，自分で活用できるように基本的な技術を身に付
ける。また，問題解決の過程やアイディアや気づき
を引き出す思考技術を理解する。

・情報を活用するソフトウェアについて理解する。
・文章作成ソフトウェアを利用して文書を作成できる。
・表計算ソフトウェアを利用してデータの処理とグラフ作
成等の視覚化ができる。
・データベースソフトウェアの特徴と機能を理解し，デー
タを活用することができる。
・画像図形処理・動画編集等のソフトウェアを利用して基
本的な画像処理・動画編集を行うことができる。
・プレゼンテーションソフトウェアを利用して基本的なプ
レゼンテーションを行うことができる。
・基本的なHTMLのタグを理解し，簡単なWebページを作成
することができる。
・問題解決と情報利用の方法，アイデアなどを引き出す思
考技術について理解する。

〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

年間指導・評価計画　

教科・科目 農業702 「農業と情報」  実教出版

単位数

使用副教材

対象学年・学科

科目の概要と目標

農業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，農業に関する情報を主体的に活用するために必要な資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。
⑴　農業に関する情報について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
⑵　農業情報の活用に関する課題を発見し，農業や農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造的に解決する力を養う。
⑶　農業に関する情報について主体的に調査・分析・活用ができるよう自ら学び，農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

９～１０

１０～１１

１２～１

４～５

6～７

ホームページ作成検定の学習

・栽培や飼育のプロジェクト学習に取り組み，その
過程で得られたデータを正しく処理し，文章化した
り，グラフ化してわかりやすくまとめて発表すると
ともに，その成果を情報発信するための一連の技術
を身に付ける。

プレゼンテーション作成検定の学習



富山県立入善高等学校

農業・農業と環境 使用教科書

4

１年 農業科・4組

４月

第1章農業と環境を学ぶ
１　農業学習とは何か
（１）生物を育てる学習
（２）環境を調べる学習
（３）農業と環境のかかわり
（４）農業と環境について学ぶ大切さ
２　農業と環境の学び方
（１）農業学習の特徴
（２）プロジェクト学習とその流れ
（３）報告書の作成と発表
（４）農業学習におけるプロジェクト学
習
３　学校農業クラブ活動
（１）学校農業クラブ活動の目標
（２）学校農業クラブの組織と活動

農業と環境の学び方について理解しているとともに，関連
する技術を身につけている。
農業と環境の学びに関する課題を発見し，科学的根拠に基
づいて創造的に解決する。
農業と環境の学び方について，自ら学び，主艇的かつ協働
的に取り組もうとしている。

○ ○

中間考査

５．６月

・イネの栽培と利用
・トウモロコシの栽培と利用
・エダマメ栽培と利用
・ジャガイモ栽培と利用

・作物の特性や生育環境・管理に関する実践的な知識を身
につけさせ，管理の原理や方法等を理解させる。
・自らの課題に基づき，適切な課題を設定し，実施に向け
た計画を立案するための思考・判断・表現できる力を身に
つけさせる。
・「栽培管理」「生育や生育環境の調査」を適切に実施す
るとともに，実施結果をまとめ，文書で表現する力を身に
つけさせる。
・栽培管理について科学的・合理的に判断し，生育段階や
環境条件に応じた適切な処置をする能力を身につけさせ
る。

○

期末考査

７月、９月、１０月

第3章　栽培と飼育の基礎
１　作物の特性と栽培のしくみ
（１）生活の中の作物
（２）作物の自然分類
（３）たねと発芽・たねまき
（４）成長のしくみと管理
（５）作物の繁殖と育種
（６）作付体系と作型
２　作物をとりまく環境とその管理
（１）作物栽培と環境
（２）作物の生育と大気の環境
（３）作物の生育を支える土
（４）作物の養分と肥料
（５）作物をとりまく生物

作物の特性や生育環境・管理に関する基礎的なことを理解
するとともに，関連する技術を身につける。
作物栽培や家畜飼育とそれらの生育環境を多面的・科学的
に考察し，想定される管理上の諸課題について整理し，解
決に向け，創造的に解決する。
作物や家畜に興味・関心を示し，その特性や管理，および
生育に影響を及ぼす環境要因について自ら学び，主体的か
つ協働的に取組む。

〇 ○

中間考査

１１月、１２月

第2章　私たちの暮らしと農業・農村
１　人間と植物・動物とのかかわり
（１）太陽エネルギーを地球にとどめる
植物
（２）生物の生命活動のエネルギー
（３）生物の世界のつながり
（４）とぎれることのない物質のつなが
り
（５）私たちをとりまく環境
（６）森林の生態系の構造と働き
（７）水辺の生態系の構造と働き
（８）農耕地の生態系の構造と働き
（９）都市の生態系
（１０）身近な野生生物の保護
（１１）生物多様性の保全と利用

私たちの暮らしと農業・農村について理解するとともに，
関連する技術を身につける。

○

期末考査

１月、２月

２　農業と食料供給
（１）人間と農業
（２）農業を支える自然環境
（３）農業・技術と食料生産
（４）農業・農村の姿
（５）食料の流通・消費と食品産業

私たちの暮らしと農業・農村について理解するとともに，
関連する技術を身につける。

○

学年末考査

３月

３　農業・農村の役割
（１）食料の生産・供給機能
（２）地域活性化の原動力
（３）国土・環境保全機能
（４）文化の形成と継承
（５）介護・福祉・教育的機能
（６）農村の価値創生
４　これからの社会と農業・農村
（１）農業とエネルギー
（２）これからの農業・農村
（３）持続可能な農業の維持と発展
（４）環境保全と農業
（５）農業・農村をとりまく課題
（６）都市と農村の共生と対流
（７）私たちのなすべきこと

・私たちの暮らしと農業・農村に関する課題を発見し，科
学的な根拠などに基づいて創造的に解決する。
・私たちの暮らしと農業・農村について自ら学び，主体的
かつ協働的に取り組む。

○ ○

教科・科目 ７実教　701農業と環境

単位数

使用副教材 イネ・ジャガイモ・エダマメ・トウモロコシ
対象学年・学科

・農業や環境は人間生活の影響を受け，相互に影響
し合う関係にあることを理解させる。

・農業の学び方（プロジェクト学習法）に関心を持
ち，実践する意欲と態度を身につけさせる。

・プロジェクト学習法に関する基礎的な知識を身に
つけさせる。

・学校農業クラブ活動の目標や組織，活動の内容を
理解させ，取り組む意欲と態度を身につけさせる。

・イネの生育過程を理解する。
・本田の準備から管理作業ができるようになる。
・病気・害虫の防除の基本的な考え方について理解
する。
・収穫適期が判定できるようになる。
・トウモロコシの生育過程を理解する。
・畑の準備及び種まきの方法を理解する。
・たねまき後の管理作業ができるようになる。
・病気・害虫の防除の基本的な考え方について理解
する。
・収穫適期が判定できるようになる。

・作物に興味関心を持たせる。
・作物の特性や管理，及び生育に影響を及ぼす環境
要因について科学的に捉え，主体的に学ぶ意欲と態
度を身につけさせる。
・作物栽培とそれらの生育環境を多面的・科学的に
考察し，諸課題を整理し，解決に向けた具体的な取
組を考え，レポートや発表により表現できるように
する。
・作物や特性や生育環境・管理に関する基礎的な知
識を身につけさせるとともに，技術の仕組みを理解
させる。

年間指導・評価計画　

科目の概要と目標

農業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，農業や農業関連産業を通じ，地域や社会の健全で持続的な発展を担う職
業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。
（1）農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（2）農業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。
（3）職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養
う。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

・食と農業，環境と農業，生活に関する資料や情報
を収集し，適切に選択して活用する力を身につけさ
せる。
・食と農業，環境と農業，生活に関する基礎的な知
識を身につけさせ，農業の社会的な役割と環境・暮
らしとの関係について理解させる。
・食と農業の動向と課題に関する基礎的な知識を身
につけさせ，農業の社会的な役割・環境・暮らしと
の関係を理解させる。

・人間と他の生物との関係，農業の社会的な役割と
環境・暮らしとの関係について関心を持ち，探求し
ようとする意欲と態度を身につけさせる。また，食
と農業の現状や動向，課題に関心を持たせ，主体的
に学び探求しようとする意欲と態度を身につけさせ
る。

・人間と他の生物との関係，環境と農業，生活に関
する諸課題の解決を目指し思考を深めさせ，基礎的
な知識と技術をもとに合理的に判断し，その課程や
結果を適切に表現する力を身につけさせる。



富山県立入善高等学校

農業・課題研究 使用教科書

2

２年 農業科・５組

４月
第１章　課題の設定と計画

・課題研究の学習法について理解する。
・これまでの農業学習や過去の先輩の記録、地域農業の課
題を　調査するなどして、自らが興味関心のある研究テー
マを決定　することができるようになる。
・自分の研究テーマについて、具体的な内容や方法、期
間、場　所など考え、計画を立案する。

○

中間考査

５．６月
第２章　研究の実施

・計画に基づいて研究や実験に取り組むことができるよう
になる。
・研究で調査したことなどを記録して保管することができ
るようになる。 ○

期末考査

７月、９月、１０月
第２章　研究の実施

・計画に基づいて研究や実験に取り組むことができるよう
になる。
・研究で調査したことなどを記録して保管することができ
るようになる。

○

中間考査

１１月、１２月 第３章　課題研究のまとめと自己評価

・取り組んできた活動記録を基に研究結果をまとめる能力
を身につける。
・表計算ソフトを用いて数値等を処理し、ワープロソフト
を用いて中間報告書を作成し、提出することができるよう
になる。
・取り組みの内容と結果から、研究についての自己評価を
行う能力と態度を身につける。

○

期末考査

１月、２月 第４章　学習成果の発表

・中間報告書を基に、１年間を通して取り組んできた研究
結果　を表計算ソフトやワープロソフトを用いてまとめ、
研究報告書を作成する。プレゼンテーションソフトを用い
て研究報告をすることができるようになる。

○

学年末考査

3月 第５章　計画の評価と次年度の計画
・１年間の取り組みにより結果を考察した評価や反省をも
とに、３年次で取り組む課題研究計画書を作成する

○

教科・科目 なし

単位数

使用副教材 なし
対象学年・学科

・全体ガイダンス
・研究課題の設定

・研究方法と年間計画の立案

・課題研究の実施

・課題研究の実施

年間指導・評価計画　

科目の概要と目標

農業に関する課題を自ら設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術の深化、総合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創
造的な学習態度を育てる。

実施時期 単元 学習内容 到達度目標 知識 思判表 主体

・次年度の計画

・課題研究のまとめ
・課題研究中間報告書の作成
・自己評価

・課題研究要録集の作成
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